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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体積平均粒径が0.1～100μｍのシリコーンエラストマー球状微粒子100質量部と、その
表面を被覆するポリオルガノシルセスキオキサン0.5～25質量部とを有してなり、
　前記シリコーンエラストマーが25℃における粘度が10mm2/s以下のポリメチルシロキサ
ンを該シリコーンエラストマー100質量部に対し200質量部以上吸収し得る
シリコーン微粒子を含有する化粧料であって、
前記シリコーンエラストマーが、
（Ａ）
　（Ａ１）下記平均組成式（１）：
　　R1aR

2
bSiO(4-a-b)/2 （１）

（式中、R1は脂肪族不飽和基以外の炭素原子数1～30の1価炭化水素基であり、R2は炭素原
子数2～6の1価オレフィン性不飽和基であり、aおよびbは0＜a＜3、0＜b≦3および0.1≦a+
b≦3を満たす正数であり、ただし、全R1中の炭素原子数6～30の1価炭化水素基の割合は5
モル％未満である。）
で示され、分子末端のシロキサン単位以外の全シロキサン単位の90モル％以上が式：-(CH

3)2SiO-で示されるジメチルシロキサン単位であり、分子量が5,000以上であり、一分子中
に2個の1価オレフィン性不飽和基を含有し、1価オレフィン性不飽和基の量が0.04mol/100
g以下であるオルガノポリシロキサン、
　（Ａ２）上記平均組成式（１）で示され、分子末端のシロキサン単位以外の全シロキサ
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ン単位の90モル％以上が式：-(CH3)2SiO-で示されるジメチルシロキサン単位であり、分
子量が5,000以上であり、一分子中に少なくとも3個の1価オレフィン性不飽和基を含有し
、1価オレフィン性不飽和基の量が0.06mol/100g以下であるオルガノポリシロキサン、ま
たは
　（Ａ１）成分と（Ａ２）成分との組み合わせ、
（Ｂ）
　（Ｂ１）下記平均組成式（２）：
　　R3cHdSiO(4-c-d)/2 （２）
（式中、R3は脂肪族不飽和基以外の炭素原子数1～30の1価炭化水素基であり、cおよびdは
、0＜c＜3、0＜d≦3および0.1≦c+d≦3を満たす正数であり、ただし、全R3中の炭素原子
数6～30の1価炭化水素基の割合は5モル％未満である。）
で示され、分子末端のシロキサン単位以外の全シロキサン単位の90モル％以上が式：-(CH

3)2SiO-で示されるジメチルシロキサン単位であり、分子量が5,000以上であり、一分子中
に2個のケイ素原子に結合した水素原子を含有し、ケイ素原子に結合した水素原子の量が0
.04mol/100g以下であるオルガノハイドロジェンポリシロキサン、
　（Ｂ２）上記平均組成式（２）で示され、分子末端のシロキサン単位以外の全シロキサ
ン単位の90モル％以上が式：-(CH3)2SiO-で示されるジメチルシロキサン単位であり、分
子量が5,000以上であり、一分子中に少なくとも3個のケイ素原子に結合した水素原子を含
有し、ケイ素原子に結合した水素原子の量が0.06mol/100g以下であるオルガノハイドロジ
ェンポリシロキサン、または
　（Ｂ１）成分と（Ｂ２）成分との組み合わせ
（Ａ）成分中の1価オレフィン性不飽和基1個に対し本（Ｂ）成分中のケイ素原子に結合し
た水素原子の個数が0.5～2個となる量、ならびに
（Ｃ）白金族金属系触媒
を含み、ただし、（Ａ）成分が（Ａ１）成分であるとき、（Ｂ）成分は（Ｂ２）成分また
は（Ｂ１）成分と（Ｂ２）成分との組み合わせである液状シリコーン組成物
の硬化物である、化粧料。
【請求項２】
　前記シリコーン微粒子が、
水媒体中、体積平均粒径が0.1～100μｍのシリコーンエラストマー球状微粒子とアルカリ
性物質との存在下で、オルガノトリアルコキシシランを加水分解・縮合させることにより
、前記シリコーンエラストマー球状微粒子の表面をポリオルガノシルセスキオキサンで被
覆することを含む製造方法により得られたものである請求項１に係る化粧料。
【請求項３】
　シリコーン系油性成分を更に含有する請求項１又は２に係る化粧料。
【請求項４】
前記シリコーン微粒子及び前記シリコーン系油性成分を、該シリコーン微粒子及び該シリ
コーン系油性成分を含む油性ゲル組成物の形態で含有する請求項３に係る化粧料。
【請求項５】
　化粧用に許容される担体を更に含有し、前記油性ゲル組成物を該担体と混合した状態で
含有する請求項４に係る化粧料。

                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　従来から、肌の保護効果、柔軟効果、平滑性効果、湿潤効果等を得る目的で、シリコー
ン油を配合した化粧料が用いられている。しかし、このような化粧料には、のびが重たい
、べたつく、油っぽい、油膜感がある等の欠点がある。例えば、特許文献１には、オルガ
ノハイドロジェンポリシロキサンとオルガノポリシロキサンとを付加重合させた架橋型オ
ルガノポリシロキサンと低粘度シリコーン油とからなる組成物を配合した化粧料が提案さ
れている。この化粧料は、前記欠点の一部が解消されているが、十分ではなく、また肌へ
の塗布中にシリコーン油が揮発すると伸びが重たくなり、その後、さらさら感が低下する
という問題がある。
【０００３】
　一方、従来、化粧料にさらさら感、なめらかさ等の使用感及び伸展性を付与する目的で
、シリコーン粒子が用いられている。特に、シリコーンゴム球状微粒子にポリオルガノシ
ルセスキオキサンを被覆してなるシリコーン微粒子（特許文献２参照）は、柔らかい感触
を有し、かつ凝集性がなく分散性に優れることから、多くの化粧料に使用されている。し
かし、いかなる文献にも、シリコーン油を配合した化粧料の前記欠点を解消できるという
効果を奏するシリコーン微粒子については記載されていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平02-214775号公報
【特許文献２】特開平07-196815号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、シリコーン油を含有していても、のびの重たさ、べたつき、油っぽさ、油膜
感等がなく使用感が良好な化粧料を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは、前記目的を達成するため鋭意検討した結果、下記の化粧料により上記目
的を達成することができることを見出し、本発明をなすに至ったものである。
　即ち、本発明は、
　体積平均粒径が0.1～100μｍのシリコーンエラストマー球状微粒子100質量部と、その
表面を被覆するポリオルガノシルセスキオキサン0.5～25質量部とを有してなり、
　前記シリコーンエラストマーが25℃における粘度が10mm2/s以下のポリメチルシロキサ
ンを該シリコーンエラストマー100質量部に対し200質量部以上吸収し得る
シリコーン微粒子を含有する化粧料を提供する。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の化粧料は、シリコーン油を含有していても、のびの重たさ、べたつき、油っぽ
さ、油膜感等がなく使用感が良好である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下に、本発明について更に詳しく説明する。なお、粘度は25℃においてオストワルド
粘度計により測定した動粘度の値である。
【０００９】
　本発明の化粧料は前記シリコーン微粒子を含有することを特徴とする。該化粧料は、各
種化粧料に適用されるが、特に好ましくはスキンケア化粧料、メークアップ化粧料、制汗
化粧料、紫外線防御化粧料等の皮膚に外用される化粧料および毛髪化粧料等の毛髪に外用
される化粧料である。スキンケア化粧料としては、例えば、化粧水、乳液、クリーム、ク
レンジング、パック、オイルリキッド、マッサージ料、美容液、美容オイル、洗浄剤、脱
臭剤、ハンドクリーム、リップクリーム、しわ隠し等が挙げられる。メークアップ化粧料
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としては、例えば、メークアップ下地、コンシーラー、白粉、パウダーファンデーション
、リキッドファンデーション、クリームファンデーション、油性ファンデーション、頬紅
、アイカラー、アイシャドウ、マスカラ、アイライナー、アイブロウ、口紅等が挙げられ
る。制汗化粧料としては、例えば、ロールオンタイプ、クリームタイプ、溶液タイプ、ス
ティックタイプ等の制汗化粧料が挙げられる。紫外線防御化粧料としては、例えば、日焼
け止めオイル、日焼け止め乳液、日焼け止めクリーム等が挙げられる。毛髪化粧料として
は、例えば、シャンプー、リンス、トリートメント、セット剤等が挙げられる。
【００１０】
　本発明の化粧料の形態は、例えば、粉体、油性液体、油中水型エマルション、水中油型
エマルション、非水エマルション、Ｗ／Ｏ／Ｗ型、Ｏ／Ｗ／Ｏ型等のマルチエマルション
等のいずれであってもよい。また、本発明の化粧料の性状としては、液状、乳液状、クリ
ーム状、固形状、ペースト状、ゲル状、粉末状、プレス状、多層状、ムース状、スプレー
状、スティック状、ペンシル状等の種々の性状を選択することができる。
【００１１】
［シリコーン微粒子］
　上記のとおり、本発明に用いられるシリコーン微粒子は、体積平均粒径が0.1～100μｍ
のシリコーンエラストマー球状微粒子100質量部と、その表面を被覆するポリオルガノシ
ルセスキオキサン0.5～25質量部とを有してなるものであり、ここで、前記シリコーンエ
ラストマーは25℃における粘度が10mm2/s以下のポリメチルシロキサンを該シリコーンエ
ラストマー100質量部に対し200質量部以上吸収し得るものである。該シリコーン微粒子は
１種単独で用いても２種以上を併用してもよい。本発明の化粧料において、該シリコーン
微粒子の配合量および組合せには特に限定はない。好ましくは、該シリコーン微粒子の配
合量は、得られる化粧料の形態、性状等に応じて、該化粧料全体の０．１～９５．０質量
％の範囲で適宜選定される。
【００１２】
　（シリコーンエラストマー球状微粒子）
　前記シリコーン微粒子においてポリオルガノシルセスキオキサンにより表面が被覆され
るシリコーンエラストマー球状微粒子は、体積平均粒径が0.1～100μm、好ましくは1～40
μmである。該体積平均粒径が0.1μm未満であると、得られるシリコーン微粒子はさらさ
ら感、なめらかさが出にくい場合がある。該体積平均粒径が100μmより大きいと、得られ
るシリコーン微粒子は、さらさら感、なめらかさが低下し、またざらつき感が出る場合が
ある。なお、体積平均粒径はコールターカウンター法により測定される。また、本明細書
において、「球状」とは、微粒子の形状が、真球であるだけでなく、最長軸の長さ／最短
軸の長さ（アスペクト比）が平均して、通常、１～４、好ましくは１～２、より好ましく
は１～１．６、さらにより好ましくは１～１．４の範囲にある変形した球でもあることを
意味する。微粒子の形状は該微粒子を光学顕微鏡、電子顕微鏡等にて観察することにより
確認することができる。
【００１３】
　シリコーンエラストマー球状微粒子を構成するシリコーンエラストマーは、べたつきが
ないことが好ましく、そのゴム硬度は、JIS K 6253に規定されているタイプＡデュロメー
タによる測定で、5～90の範囲であることが好ましく、より好ましくは10～80の範囲であ
る。ゴム硬度が5～90の範囲であると、得られるシリコーン微粒子は、凝集性が十分に抑
えられ、流動性、分散性、さらさら感、なめらかさ、柔らかな感触に富んだものとなりや
すい。
【００１４】
　前記シリコーンエラストマーは、25℃における粘度が10mm2/s以下のポリメチルシロキ
サンを、該シリコーンエラストマー100質量部に対し200質量部以上吸収し得るものである
。ポリメチルシロキサンの吸収量が200質量部未満であると、得られるシリコーン微粒子
は、該ポリメチルシロキサン配合の化粧料の油っぽさ、べたつきおよび油膜感を抑える効
果が乏しくなりやすい。なお、ポリメチルシロキサンの吸収量は多いほど好ましいので、
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該吸収量の上限は特に限定されないが、該吸収量は実用上、例えば、1,000質量部以下、
特に500質量部以下であればよい。
【００１５】
　なお、前記ポリメチルシロキサンの構造は、直鎖状、環状、分岐状いずれであってもよ
い。該ポリメチルシロキサンとしては、例えば、式：(CH3)3SiO[(CH3)2SiO]nSi(CH3)3（n
は1≦n≦15を満たす正数）で示されるジメチルポリシロキサン、デカメチルシクロペンタ
シロキサン、式：[(CH3)3SiO]3SiCH3で示されるメチルシロキサン等が挙げられる。
【００１６】
　前記シリコーンエラストマーは、
　（Ａ）
　　（Ａ１）下記平均組成式（１）：
　　　R1aR

2
bSiO(4-a-b)/2　　　（１）

（式中、R1は脂肪族不飽和基以外の非置換もしくは置換の炭素原子数1～30の1価炭化水素
基であり、R2は炭素原子数2～6の1価オレフィン性不飽和基であり、aおよびbは0＜a＜3、
0＜b≦3および0.1≦a+b≦3を満たす正数であり、ただし、全R1中の炭素原子数6～30の1価
炭化水素基の割合は5モル％未満である。）
で示され、分子末端のシロキサン単位以外の全シロキサン単位の90モル％以上が式：-(CH

3)2SiO-で示されるジメチルシロキサン単位であり、分子量が5,000以上であり、一分子中
に2個の1価オレフィン性不飽和基を含有し、1価オレフィン性不飽和基の量が0.04mol/100
g以下であるオルガノポリシロキサン、
　　（Ａ２）上記平均組成式（１）で示され、分子末端のシロキサン単位以外の全シロキ
サン単位の90モル％以上が式：-(CH3)2SiO-で示されるジメチルシロキサン単位であり、
分子量が5,000以上であり、一分子中に少なくとも3個の1価オレフィン性不飽和基を含有
し、1価オレフィン性不飽和基の量が0.06mol/100g以下であるオルガノポリシロキサン、
または
　　（Ａ１）成分と（Ａ２）成分との組み合わせ、
　（Ｂ）
　　（Ｂ１）下記平均組成式（２）：
　　　R3cHdSiO(4-c-d)/2　　　（２）
（式中、R3は脂肪族不飽和基以外の非置換もしくは置換の炭素原子数1～30の1価炭化水素
基であり、cおよびdは、0＜c＜3、0＜d≦3および0.1≦c+d≦3を満たす正数であり、ただ
し、全R3中の炭素原子数6～30の1価炭化水素基の割合は5モル％未満である。）
で示され、分子末端のシロキサン単位以外の全シロキサン単位の90モル％以上が式：-(CH

3)2SiO-で示されるジメチルシロキサン単位であり、分子量が5,000以上であり、一分子中
に2個のケイ素原子に結合した水素原子を含有し、ケイ素原子に結合した水素原子の量が0
.04mol/100g以下であるオルガノハイドロジェンポリシロキサン、
　　（Ｂ２）上記平均組成式（２）で示され、分子末端のシロキサン単位以外の全シロキ
サン単位の90モル％以上が式：-(CH3)2SiO-で示されるジメチルシロキサン単位であり、
分子量が5,000以上であり、一分子中に少なくとも3個のケイ素原子に結合した水素原子を
含有し、ケイ素原子に結合した水素原子の量が0.06mol/100g以下であるオルガノハイドロ
ジェンポリシロキサン、または
　　（Ｂ１）成分と（Ｂ２）成分との組み合わせ
　（Ａ）成分中の1価オレフィン性不飽和基1個に対し本（Ｂ）成分中のケイ素原子に結合
した水素原子の個数が0.5～2個となる量、ならびに
　（Ｃ）白金族金属系触媒
を含み、ただし、（Ａ）成分が（Ａ１）成分であるとき、（Ｂ）成分は（Ｂ２）成分また
は（Ｂ１）成分と（Ｂ２）成分との組み合わせである液状シリコーン組成物
の硬化物であることが好ましい。
【００１７】
　　・（Ａ）成分
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　（Ａ）成分は一分子中に1価オレフィン性不飽和基を含有するオルガノポリシロキサン
であり、上記の（Ａ１）成分、（Ａ２）成分または（Ａ１）成分と（Ａ２）成分との組み
合わせのいずれかである。（Ａ１）成分および（Ａ２）成分の各々は、１種単独で用いて
も２種以上を併用してもよい。
【００１８】
　上記aおよびbは、好ましくは0＜a≦2.295、0.005≦b≦2.3、0.5≦a+b≦2.3を満たす正
数である。
【００１９】
　上記R1の炭素原子数は、通常、1～30、好ましくは1～20、より好ましくは1～6である。
上記R1としては、例えば、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ペンチル基、ヘ
キシル基、ヘプチル基、オクチル基、デシル基、ウンデシル基、ドデシル基、テトラデシ
ル基、ペンタデシル基、ヘキサデシル基、ヘプタデシル基、オクタデシル基、ノナデシル
基、イコシル基、ヘニコシル基、ドコシル基、トリコシル基、テトラコシル基、トリアコ
ンチル基等のアルキル基；フェニル基、トリル基、ナフチル基等のアリール基；ベンジル
基、フェネチル基等のアラルキル基；シクロペンチル基、シクロヘキシル基、シクロヘプ
チル基等のシクロアルキル基；ならびにこれらの基の炭素原子に結合した水素原子の一部
または全部をハロゲン原子（フッ素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子）等の原子お
よびアクリロイルオキシ基、メタクリロイルオキシ基、エポキシ基、グリシドキシ基、カ
ルボキシル基等の置換基の一方または両方で置換した１価炭化水素基等が挙げられる。
【００２０】
　全R1中の炭素原子数6～30の1価炭化水素基の割合は、通常、5モル％未満（0モル％以上
5モル％未満）、好ましくは2モル％以下（0～2モル％）である。該割合が5モル％以上で
あると、得られるシリコーン微粒子は前記ポリメチルシロキサンの吸収量が低下しやすい
。
【００２１】
　上記R2の炭素原子数は、通常、2～6である。上記R2としては、例えば、ビニル基、アリ
ル基、プロペニル基、ブテニル基、ペンテニル基、ヘキセニル基などが挙げられるが、工
業的にはビニル基であることが好ましい。
【００２２】
　（Ａ）成分のオルガノポリシロキサンにおいて、式：-(CH3)2SiO-で示されるジメチル
シロキサン単位の含有量は、分子末端のシロキサン単位以外の全シロキサン単位（以下、
「分子非末端部分の全シロキサン単位」という場合がある。）の90モル％以上（90～100
モル％）であり、好ましくは95モル％以上（95～100モル％）である。該含有量が90モル
％未満であると、得られるシリコーン微粒子は前記ポリメチルシロキサンの吸収量が低下
しやすい。
【００２３】
　（Ａ）成分のオルガノポリシロキサンにおいて、分子末端のシロキサン単位以外のシロ
キサン単位（以下、「分子非末端部分のシロキサン単位」という場合がある。）のうち、
式：-(CH3)2SiO-で示されるジメチルシロキサン単位以外のシロキサン単位としては、例
えば、R112SiO2/2単位、R1R2SiO2/2単位、R22SiO2/2単位、R1SiO3/2単位、R2SiO3/2単位
、SiO4/2単位（これらの式で、R11は脂肪族不飽和基以外の非置換もしくは置換の炭素原
子数2～30、好ましくは2～20、より好ましくは2～6の1価炭化水素基であり、R1およびR2

は前記のとおりである。）が挙げられる。
【００２４】
　上記R11としては、例えば、上記R1の具体例から非置換のメチル基および置換のメチル
基を除いた残りの１価炭化水素基が挙げられる。
【００２５】
　（Ａ）成分のオルガノポリシロキサンにおいて、式：-(CH3)2SiO-で示されるジメチル
シロキサン単位以外の分子非末端部分のシロキサン単位の含有量は、分子非末端部分の全
シロキサン単位の10モル％以下（0～10モル％）であり、好ましくは5モル％以下（0～5モ
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ル％）である。該含有量が10モル％を超えると、得られるシリコーン微粒子は前記ポリメ
チルシロキサンの吸収量が低下しやすい。特に、R1SiO3/2単位、R2SiO3/2単位（式中、R1

およびR2は前記のとおりである。）およびSiO4/2単位の少なくとも１種の含有量が多いと
、得られるシリコーン微粒子は前記ポリメチルシロキサンの吸収量が低下しやすいので、
これらのシロキサン単位の含有量は合計で、分子非末端部分の全シロキサン単位の2モル
％以下（0～2モル％）であることが好ましい。
【００２６】
　（Ａ）成分のオルガノポリシロキサンにおいて、分子末端のシロキサン単位としては、
例えば、R13SiO1/2単位、R12R

2SiO1/2単位、R1R22SiO1/2単位、R23SiO1/2単位（これらの
式中、R1およびR2は前記のとおりである。）が挙げられる。
【００２７】
　（Ａ）成分のオルガノポリシロキサンの分子量は、5,000以上であり、好ましくは8,000
以上である。該分子量が5,000未満であると、得られるシリコーン微粒子は前記ポリメチ
ルシロキサンの吸収量が低下しやすい。一方、該分子量は200,000以下であることが好ま
しい。該分子量が200,000以下であると、（Ａ）成分は粘度が高くなりすぎず、後記の製
造方法により粒径分布の狭いシリコーン微粒子を得ることが特に容易である。
【００２８】
　（Ａ１）成分のオルガノポリシロキサンにおいて、1価オレフィン性不飽和基の量は、0
.04mol/100g以下であり、好ましくは0.02mol/100g以下である。また、（Ａ２）成分のオ
ルガノポリシロキサンにおいて、1価オレフィン性不飽和基の量は、0.06mol/100g以下で
あり、好ましくは0.04mol/100g以下である。（Ａ１）成分で1価オレフィン性不飽和基の
量が0.04mol/100gを超える場合、（Ａ２）成分で1価オレフィン性不飽和基の量が0.06mol
/100gを超える場合、またはこれら両方の場合、得られるシリコーン微粒子は前記ポリメ
チルシロキサンの吸収量が低下しやすい。1価オレフィン性不飽和基の量の下限は特に限
定されないが、実用上は、（Ａ１）成分において1価オレフィン性不飽和基の量が、例え
ば、0.001mol/100g以上であればよく、（Ａ２）成分において1価オレフィン性不飽和基の
量が、例えば、0.0015mol/100g以上であればよい。
【００２９】
　　・（Ｂ）成分
　（Ｂ）成分は一分子中にケイ素原子に結合した水素原子（以下、「ＳｉＨ基」という場
合がある。）を含有するオルガノハイドロジェンポリシロキサンであり、上記の（Ｂ１）
成分、（Ｂ２）成分または（Ｂ１）成分と（Ｂ２）成分との組み合わせのいずれかである
。（Ｂ１）成分および（Ｂ２）成分の各々は、１種単独で用いても２種以上を併用しても
よい。
【００３０】
　上記cおよびdは、好ましくは0＜c≦2.295、0.005≦d≦2.3および0.5≦c+d≦2.3を満た
す正数である。
【００３１】
　上記R3の炭素原子数は、通常、1～30、好ましくは1～20、より好ましくは1～6である。
上記R3としては、R1と同じものが例示される。
【００３２】
　全R3中の炭素原子数6～30の1価炭化水素基の割合は、通常、5モル％未満（0モル％以上
5モル％未満）、好ましくは2モル％以下（0～2モル％）である。該割合が5モル％以上で
あると、得られるシリコーン微粒子は前記ポリメチルシロキサンの吸収量が低下しやすい
。
【００３３】
　（Ｂ）成分のオルガノハイドロジェンポリシロキサンにおいて、式：-(CH3)2SiO-で示
されるジメチルシロキサン単位の含有量は、分子末端のシロキサン単位以外の全シロキサ
ン単位の90モル％以上（90～100モル％）であり、好ましくは95モル％以上（95～100モル
％）である。該含有量が90モル％未満であると、得られるシリコーン微粒子は前記ポリメ
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チルシロキサンの吸収量が低下しやすい。
【００３４】
　（Ｂ）成分のオルガノハイドロジェンポリシロキサンにおいて、式：-(CH3)2SiO-で示
されるジメチルシロキサン単位以外の分子非末端部分のシロキサン単位としては、例えば
、R312SiO2/2単位、R3HSiO2/2単位、H2SiO2/2単位、R3SiO3/2単位、HSiO3/2単位、SiO4/2
単位（これらの式で、R31は脂肪族不飽和基以外の非置換もしくは置換の炭素原子数2～30
、好ましくは2～20、より好ましくは2～6の1価炭化水素基であり、R3は前記のとおりであ
る。）が挙げられる。
【００３５】
　上記R31としては、例えば、上記R1の具体例から非置換のメチル基および置換のメチル
基を除いた残りの１価炭化水素基が挙げられる。
【００３６】
　（Ｂ）成分のオルガノハイドロジェンポリシロキサンにおいて、式：-(CH3)2SiO-で示
されるジメチルシロキサン単位以外の分子非末端部分のシロキサン単位の含有量は、分子
非末端部分の全シロキサン単位の10モル％以下（0～10モル％）であり、好ましくは5モル
％以下（0～5モル％）である。該含有量が10モル％を超えると、得られるシリコーン微粒
子は前記ポリメチルシロキサンの吸収量が低下しやすい。特に、R3SiO3/2単位、HSiO3/2
単位（式中、R3は前記のとおりである。）およびSiO4/2単位の少なくとも１種の含有量が
多いと、得られるシリコーン微粒子は前記ポリメチルシロキサンの吸収量が低下しやすい
ので、これらのシロキサン単位の含有量は合計で、分子非末端部分の全シロキサン単位の
2モル％以下（0～2モル％）であることが好ましい。
【００３７】
　（Ｂ）成分のオルガノハイドロジェンポリシロキサンにおいて、分子末端のシロキサン
単位としては、例えば、R33SiO1/2単位、R32HSiO1/2単位、R3H2SiO1/2単位、H3SiO1/2単
位（これらの式中、R3は前記のとおりである。）が挙げられる。
【００３８】
　（Ｂ）成分のオルガノハイドロジェンポリシロキサンの分子量は、5,000以上であり、
好ましくは8,000以上である。該分子量が5,000未満であると、得られるシリコーン微粒子
は前記ポリメチルシロキサンの吸収量が低下しやすい。一方、該分子量は200,000以下で
あることが好ましい。該分子量が200,000以下であると、（Ｂ）成分は粘度が高くなりす
ぎず、後記の製造方法により粒径分布の狭いシリコーン微粒子を得ることが特に容易であ
る。
【００３９】
　（Ｂ１）成分のオルガノハイドロジェンポリシロキサンにおいて、ＳｉＨ基の量は、0.
04mol/100g以下であり、好ましくは0.02mol/100g以下である。また、（Ｂ２）成分のオル
ガノハイドロジェンポリシロキサンにおいて、ＳｉＨ基の量は、0.06mol/100g以下であり
、好ましくは0.04mol/100g以下である。（Ｂ１）成分でＳｉＨ基の量が0.04mol/100gを超
える場合、（Ｂ２）成分でＳｉＨ基の量が0.06mol/100gを超える場合、またはこれら両方
の場合、得られるシリコーン微粒子は前記ポリメチルシロキサンの吸収量が低下しやすい
。ＳｉＨ基の量の下限は特に限定されないが、実用上は、（Ｂ１）成分においてＳｉＨ基
の量が、例えば、0.001mol/100g以上であればよく、（Ｂ２）成分においてＳｉＨ基の量
が、例えば、0.0015mol/100g以上であればよい。
【００４０】
　（Ａ）成分が（Ａ１）成分であるとき、（Ｂ）成分は（Ｂ２）成分または（Ｂ１）成分
と（Ｂ２）成分との組み合わせである。即ち、（Ａ）成分が（Ａ１）成分であり、（Ｂ）
成分が（Ｂ１）成分である組み合わせは、前記シリコーンエラストマーを得るための（Ａ
）成分と（Ｂ）成分との組み合わせからは除外される。得られるエラストマー硬化物がべ
たつきのあるものとなりやすいからである。
【００４１】
　前記したように、（Ｂ）成分の配合量は、（Ａ）成分中の1価オレフィン性不飽和基1個
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に対し本（Ｂ）成分中のＳｉＨ基の個数が0.5～2個となる量であるが、好ましくは0.7～1
.5個となる量である。ＳｉＨ基の個数が0.5個未満となる量または２個より多くなる量の
（Ｂ）成分を液状シリコーン組成物に配合すると、得られるエラストマー硬化物はべたつ
きのあるものとなりやすく、また、反応活性の高すぎるものとなりやすい。
【００４２】
　　・（Ｃ）成分
　（Ｃ）成分の白金族金属系触媒は、前記の（Ａ）成分中の1価オレフィン性不飽和基と
（Ｂ）成分中のＳｉＨ基との付加反応を促進するための触媒である。（Ｃ）成分は１種単
独で用いても２種以上を併用してもよい。
【００４３】
　（Ｃ）成分としてはヒドロシリル化反応に用いられる周知の触媒が挙げられ、その具体
例としては、白金（白金黒を含む）、ロジウム、パラジウム等の白金族金属単体；Ｈ2Ｐ
ｔＣｌ4・ｋＨ2Ｏ、Ｈ2ＰｔＣｌ6・ｋＨ2Ｏ、ＮａＨＰｔＣｌ6・ｋＨ2Ｏ、ＫＨＰｔＣｌ6

・ｋＨ2Ｏ、Ｎａ2ＰｔＣｌ6・ｋＨ2Ｏ、Ｋ2ＰｔＣｌ4・ｋＨ2Ｏ、ＰｔＣｌ4・ｋＨ2Ｏ、
ＰｔＣｌ2、Ｎａ2ＨＰｔＣｌ4・ｋＨ2Ｏ（但し、式中、ｋは０～６の整数であり、好まし
くは０又は６である）等の塩化白金、塩化白金酸及び塩化白金酸塩；アルコール変性塩化
白金酸（米国特許第３，２２０，９７２号明細書参照）；塩化白金酸とオレフィンとのコ
ンプレックス（米国特許第３，１５９，６０１号明細書、同第３，１５９，６６２号明細
書、同第３，７７５，４５２号明細書参照）；白金黒、パラジウム等の白金族金属をアル
ミナ、シリカ、カーボン等の担体に担持させたもの；ロジウム－オレフィンコンプレック
ス；クロロトリス（トリフェニルフォスフィン）ロジウム（ウィルキンソン触媒）；塩化
白金、塩化白金酸又は塩化白金酸塩とビニル基含有シロキサン、特にビニル基含有環状シ
ロキサンとのコンプレックスなどが挙げられる。
【００４４】
　（Ｃ）成分の配合量はヒドロシリル化反応触媒としての有効量でよく、組成物の合計量
に対する（Ｃ）成分中の白金族金属の量が質量換算で、通常、０.１～５００ppm程度、好
ましくは０．５～２００ppm程度、更に好ましくは１～１００ppm程度となる量である。
【００４５】
　　・シリコーンエラストマー球状微粒子の製造方法
　シリコーンエラストマー球状微粒子は公知の方法によって水分散液の形で製造すること
ができる。例えば、オレフィン性不飽和基を有するオルガノポリシロキサンとオルガノハ
イドロジェンポリシロキサンの混合溶解物に界面活性剤と水を添加し、乳化を行ってエマ
ルジョンとした後に白金族金属系触媒を添加して付加反応を行う方法が挙げられる。
【００４６】
　この方法で、オレフィン性不飽和基を有するオルガノポリシロキサンとしては、例えば
、前記（Ａ）成分が挙げられ、オルガノハイドロジェンポリシロキサンとしては、例えば
、前記（Ｂ）成分が挙げられ、白金族金属系触媒としては、例えば、前記（Ｃ）成分が挙
げられる。
【００４７】
　また、界面活性剤は、特に限定はされず、例えば、ポリオキシエチレンアルキルエーテ
ル、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンア
ルキルフェニルエーテル、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エ
ステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビット
脂肪酸エステル、グリセリン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレングリセリン脂肪酸エス
テル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、プロピレングリコール脂肪酸エステル、ポリオキ
シエチレンヒマシ油、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ
油脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンアルキルアミン、ポリオキシエチレン脂肪酸アミ
ド、ポリオキシエチレン変性オルガノポリシロキサン、ポリオキシエチレンポリオキシプ
ロピレン変性オルガノポリシロキサン等の非イオン性界面活性剤；アルキル硫酸塩、ポリ
オキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル
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硫酸塩、N-アシルタウリン酸塩、アルキルベンゼンスルホン酸塩、ポリオキシエチレンア
ルキルフェニルエーテルスルホン酸塩、α-オレフィンスルホン酸塩、アルキルナフタレ
ンスルホン酸塩、アルキルジフェニルエーテルジスルホン酸塩、ジアルキルスルホコハク
酸塩、モノアルキルスルホコハク酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテルスルホコハ
ク酸塩、脂肪酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル酢酸塩、N-アシルアミノ酸塩、
アルケニルコハク酸塩、アルキルリン酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸
塩、ポリスチレンスルホン酸塩、ナフタレンスルホン酸ホルマリン縮合物、芳香族スルホ
ン酸ホルマリン縮合物、カルボン酸高分子、スチレンオキシアルキレン酸無水物共重合体
等のアニオン性界面活性剤；アルキルトリメチルアンモニウム塩、ジアルキルジメチルア
ンモニウム塩、ポリオキシエチレンアルキルジメチルアンモニウム塩、ジポリオキシエチ
レンアルキルメチルアンモニウム塩、トリポリオキシエチレンアルキルアンモニウム塩、
アルキルベンジルジメチルアンモニウム塩、アルキルピリジウム塩、モノアルキルアミン
塩、モノアルキルアミドアミン塩、カチオン化セルロース等のカチオン性界面活性剤；ア
ルキルジメチルアミンオキシド、アルキルジメチルカルボキシベタイン、アルキルアミド
プロピルジメチルカルボキシベタイン、アルキルヒドロキシスルホベタイン、アルキルカ
ルボキシメチルヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン等の両イオン性界面活性剤が
挙げられる。これらの界面活性剤は、１種単独で使用することも２種以上を併用すること
もできるが、アニオン性界面活性剤とカチオン性界面活性剤とを併用することはできない
。
【００４８】
　乳化を行うには、一般的な乳化分散機を用いればよく、その例としては、ホモディスパ
ー等の高速回転遠心放射型攪拌機；ホモミキサー等の高速回転剪断型攪拌機；ホモジナイ
ザー等の高圧噴射式乳化分散機；コロイドミル；超音波乳化機等が挙げられる。
【００４９】
　白金族金属系触媒は、水に対する分散性が悪い場合には、界面活性剤に溶解した状態で
エマルジョンに添加することが好ましい。界面活性剤としては、例えば、前記のものが挙
げられる。
【００５０】
　付加反応は、室温で行ってもよいが、反応が完結しない場合には、100℃未満の加熱下
で行ってもよい。
【００５１】
　（ポリオルガノシルセスキオキサン）
　本発明に用いられるシリコーン微粒子は、シリコーンエラストマー球状微粒子をポリオ
ルガノシルセスキオキサンで被覆してなるものであり、ポリオルガノシルセスキオキサン
の量は前述のシリコーンエラストマー球状微粒子100質量部に対し0.5～25質量部、好まし
くは1～15質量部である。ポリオルガノシルセスキオキサンの量が0.5質量部未満であると
、得られるシリコーン微粒子は、凝集性が強く、流動性、分散性、さらさら感、なめらか
さが乏しくなる場合があり、25質量部より多いと、得られるシリコーン微粒子は、柔らか
な感触が乏しくなり、また前記ポリメチルシロキサンの吸収量が少なくなる場合がある。
【００５２】
　本発明に用いられるシリコーン微粒子において、シリコーンエラストマー球状微粒子の
表面はポリオルガノシルセスキオキサンによって隙間なく被覆されているわけではない。
該表面が隙間なく被覆されると、シリコーンエラストマー球状微粒子は前記ポリメチルシ
ロキサンを吸収できなくなってしまう。後記の製造方法により、前記ポリメチルシロキサ
ンを通す隙間のある状態で該表面が被覆されたシリコーン微粒子を得ることができる。
【００５３】
　ポリオルガノシルセスキオキサンとしては、例えば、式：R4SiO3/2（式中、R4は非置換
または置換の炭素原子数1～20、好ましくは1～6の1価炭化水素基である。）で示される単
位を含むものが挙げられる。R4としては、例えば、メチル基、エチル基、プロピル基、ブ
チル基、ペンチル基、ヘキシル基、ヘプチル基、オクチル基、デシル基、ウンデシル基、



(11) JP 5532845 B2 2014.6.25

10

20

30

40

50

ドデシル基、テトラデシル基、ペンタデシル基、ヘキサデシル基、ヘプタデシル基、オク
タデシル基、ノナデシル基、イコシル基等のアルキル基；ビニル基、アリル基等のアルケ
ニル基；フェニル基、トリル基、ナフチル基等のアリール基；ベンジル基、フェネチル基
等のアラルキル基；シクロペンチル基、シクロヘキシル基、シクロヘプチル基等のシクロ
アルキル基；ならびにこれらの基の炭素原子に結合した水素原子の一部または全部をハロ
ゲン原子（フッ素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子）等の原子およびアミノ基、ア
クリロイルオキシ基、メタクリロイルオキシ基、エポキシ基、グリシドキシ基、メルカプ
ト基、カルボキシル基等の置換基の一方または両方で置換した１価炭化水素基等が挙げら
れる。
【００５４】
　後記の製造方法によって本発明のシリコーン微粒子を得るには、ポリオルガノシルセス
キオキサンにおいて、全R4の好ましくは50モル％以上（50～100モル％）、より好ましく
は70モル％以上（70～100モル％）、特に好ましくは80モル％以上（80～100モル％）がメ
チル基である。
【００５５】
　ポリオルガノシルセスキオキサンは、得られるシリコーン微粒子のさらさら感、なめら
かさ等の使用感、柔らかい感触、非凝集性、分散性等の特性を損なわない範囲で、R4SiO3
/2単位の他に、R42SiO2/2単位、R43SiO1/2単位およびSiO4/2単位（式中、R4は前記のとお
り）の少なくとも１種を含んでいてもよい。このようなポリオルガノシルセスキオキサン
において、R4SiO3/2単位の含有率は、全シロキサン単位中、好ましくは７０～１００モル
％、より好ましくは８０～１００モル％である。
【００５６】
　（製造方法）
　粒子の表面に他の材料を被覆することは粒子の複合化技術に属するものであり、それに
は多くの方法がある。また、本発明に用いられるシリコーン微粒子を調製する場合、得ら
れるシリコーン微粒子の効果、すなわち、良好な使用感およびテカリ防止効果等の発現を
妨げない限りにおいては、公知の被覆処理方法を用いることができる。例えば、芯となる
粒子（以下、「コア粒子」という。）とその表面を被覆する粒子（以下、「被覆材粒子」
という。）とを乾式混合することにより、コア粒子の表面に被覆材粒子を付着させる方法
、または、衝撃力、圧縮力、摩擦力およびせん断力等を加える処理を行うことにより、コ
ア粒子の表面に被覆材粒子を物理的、化学的、もしくは、メカノケミカル的に、固定化、
もしくは、膜化させる方法等がある。しかし、コア粒子であるシリコーンエラストマー粒
子の凝集性が強い場合、その表面に乾式混合によって被覆材粒子を薄く均一に付着させる
ことは困難な場合がある。また、シリコーンエラストマー粒子の弾性が高い場合には、該
粒子に衝撃力、圧縮力、摩擦力およびせん断力等を加えても、その表面に被覆材粒子を固
定化することが難しい場合がある。更に、コア粒子と被覆材粒子との分散液を噴霧乾燥し
て、被覆粒子を製造する方法があるが、この方法において、吐出液の濃度が高い場合には
、凝集した粒子が生成する場合がある。そこで、本発明においては、以上の方法のほかに
、特許文献２に掲載されるような、コア粒子の分散液中、その粒子表面に被覆材粒子を物
理化学的に固定化させる方法を採用するのが好ましい。更に、得られるシリコーン微粒子
間の化学的組成および形態における個体差を小さくするには、特許文献２に記載される方
法を採用するのが最も好ましい。
【００５７】
　以下に、特許文献２に記載の方法に従って、本発明に用いられるシリコーン微粒子を調
製する方法につき、詳述する。すなわち、水媒体中、体積平均粒径が0.1～100μｍの上記
シリコーンエラストマー球状微粒子とアルカリ性物質との存在下で、オルガノトリアルコ
キシシランを加水分解・縮合させて、前記シリコーンエラストマー球状微粒子の表面をポ
リオルガノシルセスキオキサンで被覆することによって得られるものであることが好まし
い。水媒体、シリコーンエラストマー球状微粒子、アルカリ性物質およびオルガノトリア
ルコキシシランは同時に添加しても時間的にずらして添加してもよいが、反応性の観点か
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ら、アルカリ性物質を添加したシリコーンエラストマー球状微粒子の水分散液にオルガノ
トリアルコキシシランを添加するのが好ましい。また、まず、水媒体とオルガノトリアル
コキシシランとを混合してオルガノトリアルコキシシランを加水分解させ、次いでシリコ
ーンエラストマー球状微粒子の水分散液を添加し、その後、アルカリ性物質を添加して縮
合反応させる方法も好ましい。
【００５８】
　アルカリ性物質はオルガノトリアルコキシシランの加水分解・縮合反応触媒として作用
する。アルカリ性物質は１種単独で用いても２種以上を併用してもよい。アルカリ性物質
はそのまま添加してもアルカリ性水溶液として添加してもよい。アルカリ性物質の添加量
は、該アルカリ性物質を含む前記シリコーンエラストマー球状微粒子の水分散液のpHが好
ましくは10.0～13.0、より好ましくは10.5～12.5の範囲となる量である。該pHが10.0～13
.0となる量のアルカリ性物質を添加すると、オルガノトリアルコキシシランの加水分解・
縮合反応の進行およびポリオルガノシルセスキオキサンによるシリコーンエラストマー球
状微粒子表面の被覆が特に十分なものとなる。
【００５９】
　アルカリ性物質は特に限定されず、例えば、水酸化カリウム、水酸化ナトリウム、水酸
化リチウムなどのアルカリ金属水酸化物；水酸化カルシウム、水酸化バリウムなどのアル
カリ土類金属水酸化物；炭酸カリウム、炭酸ナトリウムなどのアルカリ金属炭酸塩；アン
モニア；テトラメチルアンモニウムヒドロキシド、テトラエチルアンモニウムヒドロキシ
ドなどのテトラアルキルアンモニウムヒドロキシド；またはモノメチルアミン、モノエチ
ルアミン、モノプロピルアミン、モノブチルアミン、モノペンチルアミン、ジメチルアミ
ン、ジエチルアミン、トリメチルアミン、トリエタノールアミン、エチレンジアミンなど
のアミン類等を使用することができる。なかでも、揮発させることにより、得られるシリ
コーン微粒子の粉末から容易に除去できることから、アンモニアが最も適している。アン
モニアとしては、市販されているアンモニア水溶液を用いることができる。
【００６０】
　オルガノトリアルコキシシランとしては、例えば、式：R4Si(OR5)3（式中、R4は前記の
とおりであり、R5は非置換の炭素原子数1～6の１価炭化水素基である。）で表されるもの
が挙げられる。R5としては、例えば、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ペン
チル基、ヘキシル基が挙げられるが、反応性の点からメチル基であることが好ましい。ポ
リオルガノシルセスキオキサン中にR42SiO2/2単位、R43SiO1/2単位およびSiO4/2単位の少
なくとも１種を更に導入したい場合には、それぞれに対応するR42Si(OR

5)2、R43SiOR
5お

よびSi(OR5)4の少なくとも１種を添加すればよい（これらの式で、R4およびR5は前記のと
おりである）。ポリオルガノシルセスキオキサンの原料としてR4Si(OR5)3とR42Si(OR

5)2
、R43SiOR

5およびSi(OR5)4の少なくとも１種とを用いる場合（これらの式で、R4およびR5

は前記のとおりである）、R4Si(OR5)3の含有率は、全原料中、好ましくは７０～１００モ
ル％、より好ましくは８０～１００モル％である。
【００６１】
　オルガノトリアルコキシシランの添加量は、前記したシリコーンエラストマー球状微粒
子100質量部に対しポリオルガノシルセスキオキサンの量が0.5～25質量部、好ましくは1
～15質量部の範囲になるような量とする。
【００６２】
　オルガノトリアルコキシシランの添加は、プロペラ翼、平板翼などの通常の攪拌機を用
いて攪拌下で行うことが好ましい。オルガノトリアルコキシシランは、一度に添加しても
よいが、オルガノトリアルコキシシランを添加しながらアルカリ性物質による縮合反応を
進行させる方法の場合は時間をかけて徐々に添加することが好ましい。先にオルガノトリ
アルコキシシランの加水分解反応を行い、その後、アルカリ性物質を添加して縮合反応を
行う方法の場合には、アルカリ性物質を添加し均一に溶解した後、縮合反応が進行してシ
リコーンエラストマー球状微粒子表面がポリオルガノシルセスキオキサンで被覆されるま
で、攪拌を停止し静置しておくことが好ましい。また、このときの温度は0～60℃である
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ことが好ましく、より好ましくは0～40℃の範囲である。該温度が0～60℃であると、より
良好な状態でシリコーンエラストマー球状微粒子表面をポリオルガノシルセスキオキサン
で被覆することができる。
【００６３】
　シリコーンエラストマー球状微粒子の表面がポリオルガノシルセスキオキサンで被覆さ
れた後、加水分解・縮合反応を完結させるために、反応混合物を40～100℃程度に加熱し
てもよい。
【００６４】
　加水分解・縮合反応後、得られたシリコーン微粒子の水分散液から水分を除去する。水
分の除去は、例えば、反応後の水分散液を常圧下又は減圧下に加熱することにより行うこ
とができ、具体的には、分散液を加熱下で静置して水分を除去する方法、分散液を加熱下
で撹拌流動させながら水分を除去する方法、スプレードライヤーのように熱風気流中に分
散液を噴霧、分散させる方法、流動熱媒体を利用する方法等が挙げられる。なお、この操
作の前処理として、加熱脱水、濾過分離、遠心分離、デカンテーション等の方法で分散液
を濃縮してもよいし、必要ならば分散液を水で洗浄してもよい。
【００６５】
　反応後の水分散液から水分を除去することにより得られた生成物が凝集している場合に
は、ジェットミル、ボールミル、ハンマーミル等の粉砕機で解砕することにより、シリコ
ーン微粒子を得ることができる。
【００６６】
［シリコーン系油性成分］
　本発明の化粧料は、通常の化粧料に使用される種々の成分を本発明の効果を損なわない
範囲で含有することができるが、特に、シリコーン系油性成分を含有することが好ましい
。シリコーン系油性成分は１種単独で用いても２種以上を併用してもよい。
【００６７】
　シリコーン系油性成分は、固体状、半固体状および液状のいずれであってもよい。シリ
コーン系油性成分としては、例えば、シリコーン油、シリコーン系界面活性剤、シリコー
ン樹脂、シリコーンワックス、および、シリコーン系ゲル化剤を使用することができる。
【００６８】
　シリコーン油としては、例えば、ジメチルポリシロキサン、トリストリメチルシロキシ
メチルシラン、カプリリルメチコン、フェニルトリメチコン、テトラキストリメチルシロ
キシシラン、メチルフェニルポリシロキサン，メチルヘキシルポリシロキサン、メチルハ
イドロジェンポリシロキサン、ジメチルシロキサン・メチルフェニルシロキサン共重合体
等の低粘度から高粘度の直鎖又は分岐状のオルガノポリシロキサン；オクタメチルシクロ
テトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロ
キサン，テトラメチルテトラハイドロジェンシクロテトラシロキサン、テトラメチルテト
ラフェニルシクロテトラシロキサン等の環状オルガノポリシロキサン；アミノ変性オルガ
ノポリシロキサン；ピロリドン変性オルガノポリシロキサン；ピロリドンカルボン酸変性
オルガノポリシロキサン；高重合度のガム状ジメチルポリシロキサン、ガム状アミノ変性
オルガノポリシロキサン、ガム状のジメチルシロキサン・メチルフェニルシロキサン共重
合体等のシリコーンゴム；及びシリコーンガムまたはゴムの環状オルガノポリシロキサン
溶液；トリメチルシロキシケイ酸、トリメチルシロキシケイ酸の環状シロキサン溶液（例
えば、信越化学工業製：ＫＦ－７３１２Ｊ等）；ステアロキシリコーン等の高級アルコキ
シ変性シリコーン；高級脂肪酸変性シリコーン；アルキル変性シリコーン；長鎖アルキル
変性シリコーン；アミノ酸変性シリコーン；フッ素変性シリコーン；シリコーン樹脂の溶
解物等が挙げられる。
【００６９】
　シリコーン系界面活性剤としては、例えば、直鎖又は分岐状ポリオキシエチレン変性オ
ルガノポリシロキサン、直鎖又は分岐状ポリオキシエチレンポリオキシプロピレン変性オ
ルガノポリシロキサン、直鎖又は分岐状ポリオキシエチレン・アルキル共変性オルガノポ
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リシロキサン、直鎖又は分岐状ポリオキシエチレンポリオキシプロピレン・アルキル共変
性オルガノポリシロキサン、直鎖又は分岐状ポリグリセリン変性オルガノポリシロキサン
、直鎖又は分岐状ポリグリセリン・アルキル共変性オルガノポリシロキサンが挙げられる
（具体例としては、信越化学工業製シリコーン系乳化剤：ＫＦ－６０１１、６０４３、６
０２８、６０３８、６１００，６１０４、６１０５等が挙げられる）。また、ポリオキシ
エチレン変性部分架橋型オルガノポリシロキサン、ポリグリセリン変性部分架橋型ポルガ
ノポリシロキサン等を他の油性成分と共存させた状態（例えば、信越化学工業製：ＫＳＧ
シリーズ；ＫＳＧ－２１０、７１０、３１０、３２０、３３０、３４０、３２０Ｚ、３５
０Ｚ、８１０、８２０、８３０、８４０、８２０Ｚ、８５０Ｚ等）で用いてもよい。
【００７０】
　シリコーン樹脂としては、例えば、アクリル／シリコーングラフト共重合体、アクリル
／シリコーンブロック共重合体等からなるアクリルシリコーン樹脂が挙げられる（具体例
としては、信越化学工業製：アクリル／シリコーングラフト共重合体の環状オルガノポリ
シロキサン溶液：ＫＰ－５４５等が挙げられる）。また、ピロリドン部分、長鎖アルキル
部分、ポリオキシアルキレン部分及びフルオロアルキル部分、カルボン酸等のアニオン部
分の中から選択される少なくとも１種を分子中に含有するアクリルシリコーン樹脂を使用
することもできる。さらにこのシリコーン樹脂は、Ｒ8

3ＳｉＯ0.5単位とＳｉＯ2単位とか
ら構成される樹脂、Ｒ8

3ＳｉＯ0.5単位とＲ8
2ＳｉＯ単位とＳｉＯ2単位とから構成される

樹脂、Ｒ8
3ＳｉＯ0.5単位とＲ8ＳｉＯ1.5単位とから構成される樹脂、Ｒ8

3ＳｉＯ0.5単位
とＲ8

2ＳｉＯ単位とＲ8ＳｉＯ1.5単位とから構成される樹脂、並びに、Ｒ8
3ＳｉＯ0.5単

位、Ｒ8
2ＳｉＯ単位、Ｒ8ＳｉＯ1.5単位及びＳｉＯ2単位から構成される樹脂の少なくと

も１種からなるシリコーン網状化合物であることが好ましい。式中のＲ8は、置換又は非
置換の炭素原子数１～３０の１価炭化水素基である。また、ピロリドン部分、長鎖アルキ
ル部分、ポリオキシアルキレン部分、ポリグリセリン部分、フルオロアルキル部分、アミ
ノ部分の中から選択される少なくとも１種を分子中に含有するシリコーン網状化合物を使
用することもできる。アクリルシリコーン樹脂、シリコーン網状化合物等のシリコーン樹
脂を用いる場合の配合量としては、化粧料全体の０．１～２０質量％が好ましく、さらに
好ましくは１～１０質量％である。
【００７１】
　シリコーンワックスとしては、例えば、アクリル／シリコーングラフト共重合体、アク
リル／シリコーンブロック共重合体等からなるアクリルシリコーンワックスが挙げられる
（具体例としては、信越化学工業製：アクリル／シリコーングラフト共重合体の環状オル
ガノポリシロキサン溶液：ＫＰ－５６１Ｐ、５６２Ｐ等が挙げられる）。また、ピロリド
ン部分、長鎖アルキル部分、ポリオキシアルキレン部分及びフルオロアルキル部分、カル
ボン酸等のアニオン部分の中から選択される少なくとも１種を分子中に含有するアクリル
シリコーンワックスを使用することもできる。また、このシリコーンワックスは、５員環
以上のラクトン化合物の開環重合物であるポリラクトンを結合させたポリラクトン変性ポ
リシロキサンであることが好ましい。さらに、このシリコーンワックスは、α－オレフィ
ンとジエンとからなる不飽和基を有するオレフィンワックスと１分子中１個以上のＳｉＨ
結合を有するオルガノハイドロジェンポリシロキサンとを付加反応させることによって得
られるシリコーン変性オレフィンワックスである。前記α―オレフィンとしてはエチレン
、プロピレン、１－ブテン、１－ヘキセン、４－メチル１－ペンテン等の炭素原子数２～
１２のα―オレフィンが好ましく、前記ジエンとしてはブタジエン、イソプレン、１，４
－ヘキサジエン、ビニルノルボルネン、エチリデンノルボルネン、ジシクロペンタジエン
等が好ましい。ＳｉＨ結合を有するオルガノハイドロジェンポリシロキサンとしては直鎖
状構造のもの、シロキサン分岐型構造のもの等が使用できる。
【００７２】
　シリコーン系ゲル化剤としては、例えば、非変性の部分架橋型オルガノポリシロキサン
、アルキル変性部分架橋型オリガノポリシロキサン、シリコーン分岐型アルキル変性部分
架橋型オリガノポリシロキサン等の非変性または変性の部分架橋型オリガノポリシロキサ
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ン等のゲル化成分と、シクロペンタシロキサン、ジメチコン、ミネラルオイル、イソドデ
カン、トリオクタノイン、スクワラン等の種々のオイル成分とを含むゲル混合物等が挙げ
られる。該ゲル混合物には、前記ゲル化成分と前記オイル成分とが共存した状態で含まれ
る。該ゲル混合物としては、例えば、信越化学工業製のＫＳＧシリーズ（商品名）、特に
、ＫＳＧ－１５、１６、４１、４２、４３、４４、０４２Ｚ、０４５Ｚ（いずれも商品名
）等が挙げられる。
【００７３】
　本発明の化粧料において、シリコーン系油性成分の配合量は該化粧料全体の１～９８質
量％の範囲であることが好ましい。
【００７４】
［油性ゲル組成物］
　本発明の化粧料は、上述の通り、本発明に用いられるシリコーン微粒子をそのまま化粧
料成分として含有することもできるが、化粧料に所望される使用感を発現させる目的のた
めには、シリコーン微粒子及び前記シリコーン系油性成分を含む油性ゲル組成物を別途調
製し、当該油性ゲル組成物の形態で前記シリコーン微粒子及び前記シリコーン系油性成分
を含有する化粧料を調製することが好ましい。一般的に、化粧料には種々のシリコーン系
油性成分が組み合わされて配合されるが、化粧料の製造工程において、シリコーン微粒子
を単体でこれらのシリコーン系油性成分の混合物に添加した場合、シリコーン微粒子の膨
潤性はこの混合物に対して発現されることになる。これに対して、最終的にシリコーン系
油性成分の配合組成が同一であても、これらのシリコーン系油性成分の一部を用いて予め
シリコーン微粒子の膨潤を制御することによって、所望の使用感を有する化粧料を得るこ
とができる。すなわち、例えば、化粧料に処方されるシリコーン系油性成分の内、シリコ
ーン微粒子の膨潤を抑制するような一部のシリコーン系油性成分とシリコーン微粒子とを
含む油性ゲル組成物を予め形成させることによって、シリコーン微粒子の膨潤を抑制させ
ることができ、このような油性ゲル組成物を用いることにより、パウダリーな使用感を有
する化粧料を得ることができる。これとは逆に、十分な膨潤性を有するシリコーン系油性
成分とシリコーン微粒子とを含む油性ゲル組成物を予め形成させることによって、シリコ
ーン微粒子の膨潤を増大させることができ、このような油性ゲル組成物を用いることによ
り、シルキーな使用感を有する化粧料および柔らかくエラスティックな膜感を発現する化
粧料を得ることができる。
【００７５】
　油性ゲル組成物においては、本発明に用いられるシリコーン微粒子によって、シリコー
ン系油性成分が構造化された状態にある。「シリコーン系油性成分が構造化された状態」
とは、シリコーン系油性成分が硬くされ、ゲル化され、ペースト化され、または、単に増
粘された状態を意味する。すなわち、本発明に用いられるシリコーン微粒子によって構造
化されたシリコーン系油性成分は、その自重によって該シリコーン微粒子から流れ出ない
。本発明に用いられるシリコーン微粒子によってゲル化、または、ペースト化されたシリ
コーン系油性成分は粘度が増加している。また、上記の、硬くされ、ゲル化され、ペース
ト化され、または、単に増粘された状態は、シリコーン系油性成分が液状である温度にお
いての状態を示すものであり、シリコーン系油性成分は常温で液状、半固体状および固体
状のいずれであってもよい。すなわち、シリコーン系油性成分が常温で半固体状または固
体状であっても、任意温度への加熱によって液状化できるシリコーン系油性成分（例えば
、シリコーン変性ワックス等）であれば、本発明に用いられるシリコーン微粒子に依って
、硬くさせ、ゲル化させ、ペースト化させ、または、単に増粘させることができる。
【００７６】
　油性ゲル組成物の調製方法には特に限定はない。シリコーン系油性成分が常温で液状で
あれば、本発明に用いられるシリコーン微粒子とシリコーン系油性成分とを攪拌混合する
ことによって油性ゲル組成物を得ることができる。攪拌混合により、シリコーン系油性成
分中にシリコーン微粒子が分散し、それと共にシリコーン微粒子がシリコーン系油性成分
を吸収し、流動性に乏しい状態、即ち、「シリコーン系油性成分が構造化された状態」と
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なる。また、常温において固体状または半固体状にあるシリコーン系油性成分を用いる場
合においては、本発明に用いられるシリコーン微粒子とシリコーン系油性成分とを当該シ
リコーン系油性成分を液状化できる温度下において、攪拌混合することによって油性ゲル
組成物を得ることができる。攪拌は、特に高せん断力を必要とせず、シリコーン系油性成
分中にシリコーン微粒子が均一に分散する程度の力で行えばよい。攪拌機としては、例え
ば、プロペラ翼、平板翼、アンカーミキサー、プラネタリーミキサー、混練り押し出し機
等が挙げられる。
【００７７】
　油性ゲル組成物中のシリコーン微粒子とシリコーン系油性成分との割合は、質量比で５
/９５～９０/１０の範囲であることが好ましい。
　油性ゲル組成物は１種単独で用いても２種以上を併用してもよい。本発明の化粧料にお
いて、油性ゲル組成物の配合量は該化粧品全体の１．１～９８．１質量％の範囲であるこ
とが好ましい。
【００７８】
［化粧用に許容される担体］
　本発明の化粧料は、化粧用に許容される担体を更に含有し、前記油性ゲル組成物を該担
体と混合した状態で含有することが好ましい。該担体は１種単独で用いても２種以上を併
用してもよい。本明細書において担体とは、化粧用に許容される前記シリコーン系油性成
分であって、前記油性ゲル組成物と混合可能な成分、および、化粧用に許容される前記シ
リコーン系油性成分以外の成分であって、前記油性ゲル組成物と混合可能な成分を意味す
る。化粧用に許容される前記シリコーン系油性成分以外の成分であって、前記油性ゲル組
成物と混合可能な成分としては、例えば、（a）油剤、（b）水、（c）アルコール性水酸
基を有する化合物、（d）水溶性又は水膨潤性高分子化合物、（e）前記のシリコーン微粒
子以外の粒子、（f）界面活性剤、および、その他の添加剤が挙げられる。
【００７９】
　（（a）油剤）
　（a）成分の油剤は、固体状、半固体状および液状のいずれであってもよい。該油剤と
しては、例えば、天然動植物油脂類及び半合成油脂、炭化水素油、高級アルコール、エー
テル類、エステル油、グリセライド油、並びにフッ素系油剤を使用することができる。
【００８０】
　天然動植物油脂類及び半合成油脂としては、アボカド油、アマニ油、アーモンド油、イ
ボタロウ、エノ油、オリーブ油、カカオ脂、カポックロウ、カヤ油、カルナウバロウ、肝
油、キャンデリラロウ、精製キャンデリラロウ、牛脂、牛脚脂、牛骨脂、硬化牛脂、キョ
ウニン油、鯨ロウ、硬化油、小麦胚芽油、ゴマ油、コメ胚芽油、コメヌカ油、サトウキビ
ロウ、サザンカ油、サフラワー油、シアバター、シナギリ油、シナモン油、ジョジョバロ
ウ、スクワラン、スクワレン、セラックロウ、タートル油、大豆油、茶実油、ツバキ油、
月見草油、トウモロコシ油、豚脂、ナタネ油、日本キリ油、ヌカロウ、胚芽油、馬脂、パ
ーシック油、パーム油、パーム核油、ヒマシ油、硬化ヒマシ油、ヒマシ油脂肪酸メチルエ
ステル、ヒマワリ油、ブドウ油、ベイベリーロウ、ホホバ油、マカデミアナッツ油、ミツ
ロウ、ミンク油、メドウフォーム油、綿実油、綿ロウ、モクロウ、モクロウ核油、モンタ
ンロウ、ヤシ油、硬化ヤシ油、トリヤシ油脂肪酸グリセライド、羊脂、落花生油、ラノリ
ン、液状ラノリン、還元ラノリン、ラノリンアルコール、硬質ラノリン、酢酸ラノリン、
酢酸ラノリンアルコール、ラノリン脂肪酸イソプロピル、ポリオキシエチレンラノリンア
ルコールエーテル、ポリオキシエチレンラノリンアルコールアセテート、ラノリン脂肪酸
ポリエチレングリコール、ポリオキシエチレン水素添加ラノリンアルコールエーテル、卵
黄油等が挙げられる。
【００８１】
　炭化水素油としては、例えば、直鎖状又は分岐状の炭化水素油が挙げられ、揮発性の炭
化水素油であっても不揮発性の炭化水素油であってもよい。炭化水素油の具体例としては
、合成スクワラン、植物性スクワラン、スクワレン、流動イソパラフィン、軽質イソパラ
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フィン、水添ポリイソブテン、イソドデカン、軽質流動イソパラフィン、イソヘキサデカ
ン、流動パラフィン、プリスタン、α－オレフィンオリゴマー、オゾケライト、セレシン
、パラフィン、パラフィンワックス、ポリエチレンワックス、ポリエチレン・ポリプロピ
レンワックス、（エチレン／プロピレン／スチレン）コポリマー、（ブチレン／プロピレ
ン／スチレン）コポリマー、ポリイソブチレン、マイクロクリスタリンワックス、ワセリ
ン等が挙げられる。
【００８２】
　高級アルコールとしては、例えば、炭素原子数が好ましくは６以上、より好ましくは１
０～３０のアルコールが挙げられる。高級アルコールの具体例としては、ラウリルアルコ
ール、ミリスチルアルコール、パルミチルアルコール、ステアリルアルコール、ベヘニル
アルコール、ヘキサデシルアルコール、オレイルアルコール、イソステアリルアルコール
、ヘキシルドデカノール、オクチルドデカノール、セトステアリルアルコール、２－デシ
ルテトラデシノール、コレステロール、フィトステロール、ポリオキシエチレンコレステ
ロールエーテル、モノステアリルグリセリンエーテル（バチルアルコール）、モノオレイ
ルグリセリルエーテル（セラキルアルコール）等が挙げられる。
【００８３】
　エーテル類としては、例えば、エチレングリコール、ジエチレングリコールまたはトリ
エチレングリコールのモノまたはジアルキルエーテル；ブチレングリコール、プロピレン
グリコール、ジプロピレングリコール、ペンチレングリコールまたはカプリリルグリコー
ルのモノまたはジアルキルエーテル；グリセリンのモノ、ジまたはトリアルキルエーテル
；イソノニルアルコール、カプリリルアルコールまたはステアリルアルコールのアルキル
エーテル等が挙げられる。
【００８４】
　エステル油としては、例えば、コハク酸ジオクチル、アジピン酸ジイソブチル、アジピ
ン酸ジオクチル、アジピン酸ジ（２－ヘプチルウンデシル）、セバシン酸ジイソプロピル
、セバシン酸ジオクチル、セバシン酸ジブチルオクチル、リンゴ酸ジイソステアリル、ク
エン酸トリエチル、ジオクタン酸エチレングリコール、ジオクタン酸ネオペンチルグリコ
ール、ジカプリン酸プロピレングリコール、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール、トリ
オクタン酸トリメチロールプロパン、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、テ
トラオレイン酸ペンタエリトリトール、酢酸エチル、酢酸ブチル、酢酸アミル、ネオペン
タン酸オクチルドデシル、オクタン酸セチル、イソノナン酸イソノニル、イソノナン酸イ
ソトリデシル、ジメチルオクタン酸ヘキシルデシル、ラウリン酸エチル、ラウリン酸ヘキ
シル、ミリスチン酸イソプロピル、ミリスチン酸ミリスチル、ミリスチン酸イソセチル、
ミリスチン酸オクチルドデシル、パルミチン酸イソプロピル、パルミチン酸オクチル、パ
ルミチン酸セチル、パルミチン酸イソセチル、パルミチン酸イソステアリル、ステアリン
酸ブチル、ステアリン酸ヘキシルデシル、イソステアリン酸イソプロピル、イソステアリ
ン酸イソセチル、オレイン酸デシル、オレイン酸オレイル、オレイン酸オクチルドデシル
、リノール酸エチル、リノール酸イソプロピル、乳酸セチル、乳酸ミリスチル、ヒドロキ
システアリン酸コレステリル、ラウロイルグルタミン酸ジオクチルドデシル、ラウロイル
サルコシンイソプロピル、オクチルドデシルガムエステル等が挙げられる。
【００８５】
　グリセライド油としては、例えば、アセトグリセリル、トリイソオクタン酸グリセリル
、トリミリスチン酸グリセリル、トリイソパルミチン酸グリセリル、トリイソステアリン
酸グリセリル、トリベヘン酸グリセリル、ジイソステアリン酸グリセリル、モノステアリ
ン酸グリセリル、（イソステアリン酸/ミリスチン酸）ジグリセリル、ジペンタエリスリ
トール脂肪酸エステルが挙げられる。
【００８６】
　フッ素系油剤としては、例えば、パーフルオロポリエーテル、パーフルオロデカリン、
パーフルオロオクタン等が挙げられる。
【００８７】
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　（a）成分の油剤の配合量は、本発明の化粧料の形態に依存するが、好ましくは該化粧
料全体の１～９８質量％の範囲で適宜選定される。
【００８８】
　（（b）水）
　（b）成分の水の配合量は、本発明の化粧料の形態に依存するが、好ましくは該化粧料
全体の１～９５質量％の範囲で適宜選定される。
【００８９】
　（（c）アルコール性水酸基を有する化合物）
　（c）成分のアルコール性水酸基を有する化合物としては、例えば、エタノール、イソ
プロパノール等の、炭素原子数が好ましくは２～５の低級アルコール（低級１価アルコー
ル）；ソルビトール、マルトース等の糖アルコール等が挙げられる。また、コレステロー
ル、シトステロール、フィトステロール、ラノステロール等のステロール；ブチレングリ
コール、プロピレングリコール、ジブチレングリコール、ペンチレングリコール等の多価
アルコール等が挙げられる。（c）成分の配合量は、好ましくは本発明の化粧料全体の０
．１～９８質量％の範囲で適宜選定される。
【００９０】
　（（d）水溶性又は水膨潤性高分子化合物）
　（d）成分の水溶性又は水膨潤性高分子化合物としては、例えば、アラビアゴム、トラ
ガカント、ガラクタン、キャロブガム、グアーガム、カラヤガム、カラギーナン、ペクチ
ン、寒天、クインスシード（マルメロ）、デンプン（コメ、トウモロコシ、バレイショ、
コムギ等）、アルゲコロイド、トラントガム、ローカストビーンガム等の植物系高分子化
合物；キサンタンガム、デキストラン、サクシノグルカン、プルラン等の微生物系高分子
化合物；コラーゲン、カゼイン、アルブミン、ゼラチン等の動物系高分子化合物；カルボ
キシメチルデンプン、メチルヒドロキシプロピルデンプン等のデンプン系高分子化合物；
メチルセルロース、エチルセルロース、メチルヒドロキシプロピルセルロース、カルボキ
シメチルセルロース、ヒドロキシメチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ニ
トロセルロース、セルロース硫酸ナトリウム、カルボキシメチルセルロースナトリウム、
結晶セルロース、セルロース末のセルロース系高分子化合物；アルギン酸ナトリウム、ア
ルギン酸プロピレングリコールエステル等のアルギン酸系高分子化合物；ポリビニルメチ
ルエーテル、カルボキシビニルポリマー等のビニル系高分子化合物；ポリオキシエチレン
系高分子化合物；ポリオキシエチレンポリオキシプロピレン共重合体系高分子化合物；ポ
リアクリル酸ナトリウム、ポリエチルアクリレート、ポリアクリルアミド、アクリロイル
ジメチルタウリン塩コポリマー等のアクリル系高分子化合物；ポリエチレンイミン、カチ
オンポリマー等の他の合成水溶性高分子化合物；ベントナイト、ケイ酸アルミニウムマグ
ネシウム、モンモリロナイト、バイデライト、ノントロナイト、サポナイト、ヘクトライ
ト、無水ケイ酸等の無機系水溶性高分子化合物等が挙げられる。また、（d）成分として
は、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン等の皮膜形成剤も例示される。（d）
成分の配合量は、本発明の化粧料全体の０．１～２５質量％の範囲が好適である。
【００９１】
　（（e）前記のシリコーン微粒子以外の粒子）
　（e）成分の粒子としては、例えば、無機粒子、有機粒子、無機・有機複合粉体、シリ
コーン樹脂粒子等の、前記のシリコーン微粒子以外の粒子が挙げられる。
【００９２】
　無機粒子としては、例えば、酸化チタン、雲母チタン、酸化ジルコニウム、酸化亜鉛、
酸化セリウム、酸化マグネシウム、硫酸バリウム、硫酸カルシウム、硫酸マグネシウム、
炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、タルク、劈開タルク、マイカ、カオリン、セリサイ
ト、白雲母、合成雲母、金雲母、紅雲母、黒雲母、リチア雲母、ケイ酸、二酸化ケイ素、
フュームドシリカ、含水二酸化ケイ素、ケイ酸アルミニウム、ケイ酸マグネシウム、ケイ
酸アルミニウムマグネシウム、ケイ酸カルシウム、ケイ酸バリウム、ケイ酸ストロンチウ
ム、タングステン酸金属塩、ヒドロキシアパタイト、バーミキュライト、ハイジライト、
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ベントナイト、モンモリロナイト、ヘクトライト、ゼオライト、セラミックス、第二リン
酸カルシウム、アルミナ、水酸化アルミニウム、チッ化ホウ素、チッ化ボロン、ガラス等
からなる微粒子が挙げられる。
【００９３】
　また、無機粒子としては、例えば、顔料系の無機微粒子が挙げられ、具体例としては、
酸化鉄、水酸化鉄、チタン酸鉄等の無機赤色系顔料；γ－酸化鉄等の無機褐色系顔料；黄
酸化鉄、黄土等の無機黄色系顔料；黒酸化鉄、カーボンブラック等の無機黒色系顔料；マ
ンガンバイオレット、コバルトバイオレット等の無機紫色系顔料；水酸化クロム、酸化ク
ロム、酸化コバルト、チタン酸コバルト等の無機緑色系顔料；紺青、群青等の無機青色系
顔料；タール系色素をレーキ化したもの、天然色素をレーキ化したもの等の有色顔料；酸
化チタン被覆雲母、オキシ塩化ビスマス、酸化チタン被覆オキシ塩化ビスマス、酸化チタ
ン被覆タルク、魚鱗箔、酸化チタン被覆着色雲母等のパール顔料が挙げられる。
　さらに、無機粒子としては、例えば、アルミニウム、銅、ステンレス、銀等からなる金
属微粒子も挙げられる。
【００９４】
　有機粒子としては、例えば、ポリアミド、ポリアクリル酸・アクリル酸エステル、ポリ
エステル、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、スチレン・アクリル酸共重合
体、ジビニルベンゼン・スチレン共重合体、ポリウレタン、ビニル樹脂、尿素樹脂、メラ
ミン樹脂、ベンゾグアナミン、ポリメチルベンゾグアナミン、テトラフルオロエチレン、
ポリメチルメタクリレート（例えば、ポリメタクリル酸メチル等）、セルロース、シルク
、ナイロン、フェノール樹脂、エポキシ樹脂、ポリカーボネート等からなる粉体が挙げら
れる。
【００９５】
　また、有機粒子としては、例えば、界面活性剤金属塩粉体（金属石鹸）が挙げられ、具
体例としては、ステアリン酸亜鉛、ステアリン酸アルミニウム、ステアリン酸カルシウム
、ステアリン酸マグネシウム、ミリスチン酸亜鉛、ミリスチン酸マグネシウム、セチルリ
ン酸亜鉛、セチルリン酸カルシウム、セチルリン酸亜鉛ナトリウム等からなる粉体が挙げ
られる。
【００９６】
　さらに、有機粒子としては、例えば、有機系色素が挙げられ、具体例としては、赤色３
号、赤色１０４号、赤色１０６号、赤色２０１号、赤色２０２号、赤色２０４号、赤色２
０５号、赤色２２０号、赤色２２６号、赤色２２７号、赤色２２８号、赤色２３０号、赤
色４０１号、赤色５０５号、黄色４号、黄色５号、黄色２０２号、黄色２０３号、黄色２
０４号、黄色４０１号、青色１号、青色２号、青色２０１号、青色４０４号、緑色３号、
緑色２０１号、緑色２０４号、緑色２０５号、橙色２０１号、橙色２０３号、橙色２０４
号、橙色２０６号、橙色２０７号等のタール色素；カルミン酸、ラッカイン酸、カルサミ
ン、ブラジリン、クロシン等の天然色素が挙げられる。
【００９７】
　無機・有機複合粉体としては、例えば、化粧品に汎用の無機粉体表面が、公知公用の方
法により有機粉体で被覆された複合粉体が挙げられる。
【００９８】
　シリコーン樹脂粒子としては、例えば、シリコーンエラストマー粒子、ポリメチルシル
セスキオキサン粒子、シリコーンエラストマー粒子表面をポリメチルシルセスキオキサン
で被覆してなる粒子等が挙げられる。
【００９９】
　これら前記のシリコーン微粒子以外の粒子としては、粒子表面をカプリルシラン(信越
化学工業製：ＡＥＳ－３０８３)等のシラン類またはシリル化剤、ジメチルシリコーン(信
越化学工業製：ＫＦ－９６ＡKシリーズ)、メチルハイドロジェン型ポリシロキサン（信越
化学工業製：ＫＦ－９９Ｐ、ＫＦ－９９０１等）、シリコーン分岐型シリコーン処理剤(
信越化学工業性：ＫＦ－９９０８、ＫＦ－９９０９等)等のシリコーンオイル、ワックス
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類、パラフィン類、ペルフルオロアルキルリン酸塩等の有機フッ素化合物、界面活性剤、
Ｎ-アシルグルタミン酸等のアミノ酸、ステアリン酸アルミニウム、ミリスチン酸マグネ
シウム等の金属石鹸等で処理したものも使用できる。
【０１００】
　（（f）界面活性剤）
　界面活性剤は非イオン性、アニオン性、カチオン性及び両イオン性の界面活性剤に分類
されるが、（f）成分の界面活性剤としては、前記したシリコーンエラストマー球状微粒
子の水分散液の製造に用いられるものが例示される。
【０１０１】
　（その他の添加剤）
　その他の添加剤としては、例えば、油溶性ゲル化剤、制汗剤、紫外線吸収剤、紫外線吸
収散乱剤、保湿剤、抗菌防腐剤、香料、塩類、酸化防止剤、ｐＨ調整剤、キレート剤、清
涼剤、抗炎症剤、美肌用成分（美白剤、細胞賦活剤、肌荒れ改善剤、血行促進剤、皮膚収
斂剤、抗脂漏剤等）、ビタミン類、アミノ酸類、核酸、ホルモン、包接化合物、毛髪用固
形化剤等が挙げられる。
【０１０２】
　油溶性ゲル化剤としては、アルミニウムステアレート、マグネシウムステアレート、ジ
ンクミリステート等の金属セッケン；Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸、α，γ－ジ－
ｎ－ブチルアミン等のアミノ酸誘導体；デキストリンパルミチン酸エステル、デキストリ
ンステアリン酸エステル、デキストリン２－エチルヘキサン酸パルミチン酸エステル等の
デキストリン脂肪酸エステル；ショ糖パルミチン酸エステル、ショ糖ステアリン酸エステ
ル等のショ糖脂肪酸エステル；フラクトオリゴ糖ステアリン酸エステル、フラクトオリゴ
糖２－エチルヘキサン酸エステル等のフラクトオリゴ糖脂肪酸エステル；モノベンジリデ
ンソルビトール、ジベンジリデンソルビトール等のソルビトールのベンジリデン誘導体；
ジメチルベンジルドデシルアンモニウムモンモリロナイトクレー、ジメチルジオクタデシ
ルアンモニウムモンモリナイトクレー等の有機変性粘土鉱物等が挙げられる。
【０１０３】
　制汗剤としては、アルミニウムクロロハイドレート、塩化アルミニウム、アルミニウム
セスキクロロハイドレート、ジルコニルヒドロキシクロライド、アルミニウムジルコニウ
ムヒドロキシクロライド、アルミニウムジルコニウムグリシン錯体等が挙げられる。
【０１０４】
　紫外線吸収剤としては、パラアミノ安息香酸等の安息香酸系紫外線吸収剤；アントラニ
ル酸メチル等のアントラニル酸系紫外線吸収剤；サリチル酸メチル、サリチル酸オクチル
、サリチル酸トリメチルシクロヘキシル等のサリチル酸系紫外線吸収剤；パラメトキシケ
イ皮酸オクチル等のケイ皮酸系紫外線吸収剤；２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン等の
ベンゾフェノン系紫外線吸収剤；ウロカニン酸エチル等のウロカニン酸系紫外線吸収剤；
４－ｔ－ブチル－４’－メトキシ－ジベンゾイルメタン等のジベンゾイルメタン系紫外線
吸収剤；フェニルベンズイミダゾールスルフォン酸、トリアジン誘導体等が挙げられる。
【０１０５】
　紫外線吸収散乱剤としては、微粒子酸化チタン、微粒子鉄含有酸化チタン、微粒子酸化
亜鉛、微粒子酸化セリウム及びそれらの複合体等の、紫外線を吸収散乱する粒子が挙げら
れ、これらの紫外線を吸収散乱する粒子をあらかじめ油剤に分散させた分散物を用いるこ
ともできる。
【０１０６】
　保湿剤としては、グリセリン、ソルビトール、プロピレングリコール、ジプロピレング
リコール、１，３－ブチレングリコール、ペンチレングリコール、グルコース、キシリト
ール、マルチトール、ポリエチレングリコール、ヒアルロン酸、コンドロイチン硫酸、ピ
ロリドンカルボン酸塩、ポリオキシエチレンメチルグルコシド、ポリオキシプロピレンメ
チルグルコシド、卵黄レシチン、大豆レシチン、ホスファチジルコリン、ホスファチジル
エタノールアミン、ホスファジチルセリン、ホスファチジルグリセロール、ホスファチジ
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ルイノシトール、スフィンゴリン脂質等が挙げられる。
【０１０７】
　抗菌防腐剤としては、パラオキシ安息香酸アルキルエステル、安息香酸、安息香酸ナト
リウム、ソルビン酸、ソルビン酸カリウム、フェノキシエタノール等が挙げられる。抗菌
剤としては、安息香酸、サリチル酸、石炭酸、ソルビン酸、パラオキシ安息香酸アルキル
エステル、パラクロルメタクレゾール、ヘキサクロロフェン、塩化ベンザルコニウム、塩
化クロルヘキシジン、トリクロロカルバニリド、感光素、フェノキシエタノール等が挙げ
られる。
【０１０８】
　香料としては、天然香料および合成香料が挙げられる。天然香料としては花、葉、材、
果皮などから分離した植物性香料；ムスク、シベットなどの動物性香料が挙げられる。合
成香料としてはモノテルペンなどの炭化水素類；脂肪族アルコール、芳香族アルコールな
どのアルコール類；テルペンアルデヒド、芳香族アルデヒドなどのアルデヒド類；脂環式
ケトンなどのケトン類；テルペン系エステルなどのエステル類；ラクトン類；フェノール
類；オキサイド類；含チッソ化合物類；アセタール類などが挙げられる。
【０１０９】
　塩類としては無機塩、有機酸塩、アミン塩及びアミノ酸塩が挙げられる。無機塩として
は、例えば、塩酸、硫酸、炭酸、硝酸等の無機酸のナトリウム塩、カリウム塩、マグネシ
ウム塩、カルシウム塩、アルミニウム塩、ジルコニウム塩、亜鉛塩等が挙げられる。有機
酸塩としては、例えば、酢酸、デヒドロ酢酸、クエン酸、りんご酸、コハク酸、アスコル
ビン酸、ステアリン酸等の有機酸類の塩が挙げられる。アミン塩としては、例えば、トリ
エタノールアミン等のアミン類の塩が挙げられる。アミノ酸塩としては、例えば、グルタ
ミン酸等のアミノ酸類の塩が挙げられる。また、その他、ヒアルロン酸、コンドロイチン
硫酸等の塩、アルミニウムジルコニウムグリシン錯体等、さらには、化粧品処方の中で使
用される酸－アルカリの中和塩等も使用することができる。
【０１１０】
　酸化防止剤としては、トコフェロール、ｐ－ｔ－ブチルフェノール、ブチルヒドロキシ
アニソール、ジブチルヒドロキシトルエン、フィチン酸等が挙げられる。
【０１１１】
　ｐＨ調整剤としては、乳酸、クエン酸、グリコール酸、コハク酸、酒石酸、ｄｌ－リン
ゴ酸、炭酸カリウム、炭酸水素ナトリウム、炭酸水素アンモニウム等が挙げられる。
【０１１２】
　キレート剤としては、アラニン、エデト酸ナトリウム塩、ポリリン酸ナトリウム、メタ
リン酸ナトリウム、リン酸等が挙げられる。
【０１１３】
　清涼剤としては、Ｌ－メントール、カンフル等が挙げられる。
【０１１４】
　抗炎症剤としては、アラントイン、グリチルリチン酸及びその塩、グリチルレチン酸及
びグリチルレチン酸ステアリル、トラネキサム酸、アズレン等が挙げられる。
【０１１５】
　美肌用成分としては、胎盤抽出液、アルブチン、グルタチオン、ユキノシタ抽出物等の
美白剤；ロイヤルゼリー、感光素、コレステロール誘導体、幼牛血液抽出液等の細胞賦活
剤；肌荒れ改善剤；ノニル酸ワレニルアミド、ニコチン酸ベンジルエステル、ニコチン酸
β－ブトキシエチルエステル、カプサイシン、ジンゲロン、カンタリスチンキ、イクタモ
ール、カフェイン、タンニン酸、α－ボルネオール、ニコチン酸トコフェロール、イノシ
トールヘキサニコチネート、シクランデレート、シンナリジン、トラゾリン、アセチルコ
リン、ベラパミル、セファランチン、γ－オリザノール等の血行促進剤；酸化亜鉛、タン
ニン酸等の皮膚収斂剤；イオウ、チアントロール等の抗脂漏剤等が挙げられる。
【０１１６】
　ビタミン類としては、ビタミンＡ油、レチノール、酢酸レチノール、パルミチン酸レチ



(22) JP 5532845 B2 2014.6.25

10

20

30

40

50

ノール等のビタミンＡ類；リボフラビン、酪酸リボフラビン、フラビンアデニンヌクレオ
チド等のビタミンＢ2類、ピリドキシン塩酸塩、ピリドキシンジオクタノエート、ピリド
キシントリパルミテート等のビタミンＢ6類、ビタミンＢ12及びその誘導体、ビタミンＢ1

5及びその誘導体等のビタミンＢ類；Ｌ－アスコルビン酸、Ｌ－アスコルビン酸ジパルミ
チン酸エステル、Ｌ－アスコルビン酸－２－硫酸ナトリウム、Ｌ－アスコルビン酸リン酸
ジエステルジカリウム等のビタミンＣ類；エルゴカルシフェロール、コレカルシフェロー
ル等のビタミンＤ類；α－トコフェロール、β－トコフェロール、γ－トコフェロール、
酢酸ｄｌ－α－トコフェロール、ニコチン酸ｄｌ－α－トコフェロール、コハク酸ｄｌ－
α－トコフェロール等のビタミンＥ類；ニコチン酸、ニコチン酸ベンジル、ニコチン酸ア
ミド等のニコチン酸類；ビタミンＨ、ビタミンＰ、パントテン酸カルシウム、Ｄ－パント
テニルアルコール、パントテニルエチルエーテル、アセチルパントテニルエチルエーテル
等のパントテン酸類、ビオチン等が挙げられる。
【０１１７】
　アミノ酸類としては、グリシン、バリン、ロイシン、イソロイシン、セリン、トレオニ
ン、フェニルアラニン、アルギニン、リジン、アスパラギン酸、グルタミン酸、シスチン
、システイン、メチオニン、トリプトファン等が挙げられる。
【０１１８】
　核酸としては、デオキシリボ核酸等が挙げられる。
【０１１９】
　ホルモンとしては、エストラジオール、エテニルエストラジオール等が挙げられる。
【０１２０】
　包接化合物としては、シクロデキストリン等が挙げられる。
【０１２１】
　毛髪用固定化剤としては、両イオン性、アニオン性、カチオン性、非イオン性の各高分
子化合物が挙げられ、ポリビニルピロリドン、ビニルピロリドン／酢酸ビニル共重合体等
の、ポリビニルピロリドン系高分子化合物、メチルビニルエーテル／無水マレイン酸アル
キルハーフエステル共重合体等の酸性ビニルエーテル系高分子化合物、酢酸ビニル／クロ
トン酸共重合体等の酸性ポリ酢酸ビニル系高分子化合物、（メタ）アクリル酸／アルキル
（メタ）アクリレート共重合体、（メタ）アクリル酸／アルキル（メタ）アクリレート／
アルキルアクリルアミド共重合体等の酸性アクリル系高分子化合物、Ｎ－メタクリロイル
エチル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウム・α－Ｎ－メチルカルボキシベタイン／アルキル
（メタ）アクリレート共重合体、ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート／ブチルアミ
ノエチルメタクリレート／アクリル酸オクチルアミド共重合体等の両性アクリル系高分子
化合物が挙げられる。また、セルロース又はその誘導体、ケラチン又はその誘導体、コラ
ーゲン又はその誘導体等の天然由来高分子化合物も好適に用いることができる。
【実施例】
【０１２２】
　以下、実施例および比較例を挙げて本発明を更に詳細に説明するが、本発明はこれらの
実施例に限定されるものではない。なお、例中、濃度および含有率を表す「％」は特に断
りのない限り「質量％」を示す。また、「ジメチルシロキサン単位量」とは（Ａ）成分ま
たは（Ｂ）成分に該当するポリシロキサンにおいて分子末端のシロキサン単位以外の全シ
ロキサン単位に占める式：-(CH3)2SiO-で示されるジメチルシロキサン単位の割合（モル
％）をいう。
【０１２３】
〔製造例１〕　シリコーン微粒子-1の製造
　下記式（３）で示される、ジメチルシロキサン単位量が100モル％、分子量が13,524、
ビニル基量が0.015mol/100gのメチルビニルポリシロキサンＡ１　350gと下記式（４）で
示される、ジメチルシロキサン単位量が98.7モル％、分子量が11,369、ＳｉＨ基量が0.03
5mol/100gのメチルハイドロジェンポリシロキサンＢ１　160g（メチルビニルポリシロキ
サンＡ１中のビニル基1個に対しメチルハイドロジェンポリシロキサンＢ１中のＳｉＨ基
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が1.07個となる配合量）を容量１リットルのガラスビーカーに仕込み、ホモミキサーを用
いて2,000rpmで撹拌混合した。得られた混合液にポリオキシエチレンラウリルエーテル（
エチレンオキサイド付加モル数＝9モル）1.2gと水100gを加え、ホモミキサーを用いて6,0
00rpmで撹拌したところ、Ｏ/Ｗ型エマルジョンとなり、増粘が認められた。更に１５分間
撹拌を継続した。次いで、2,000ｒｐｍで撹拌しながら、水385gを加えたところ、均一な
白色エマルジョンが得られた。このエマルジョンを錨型攪拌翼を備えた撹拌装置の付いた
容量１リットルのガラスフラスコに移し、15～20℃に温度調整した後、撹拌下に塩化白金
酸－オレフィン錯体のトルエン溶液（白金含有量0.5％）0.8g、ポリオキシエチレンラウ
リルエーテル（エチレンオキサイド付加モル数＝4モル）1.5g、およびポリオキシエチレ
ンラウリルエーテル（エチレンオキサイド付加モル数＝23モル）1.5gの混合溶解物を添加
し、同温度で12時間撹拌し、シリコーンエラストマー微粒子の水分散液を得た。このシリ
コーンエラストマー微粒子について、形状を光学顕微鏡にて観察したところ球状であり、
体積平均粒径を粒度分布測定装置「マルチサイザー３」（商品名、ベックマン・コールタ
ー（株）製）を用いて測定したところ12μｍであった。
【０１２４】
　得られたシリコーンエラストマー球状微粒子の水分散液882gを錨型攪拌翼を備えた撹拌
装置の付いた容量3リットルのガラスフラスコに移し、水2003g、および28%アンモニア水5
7ｇを添加した。このときの液のpHは11.2であった。5～10℃に温度調整した後、メチルト
リメトキシシラン58g（シリコーンエラストマー球状微粒子100質量部に対し、加水分解・
縮合反応後のポリメチルシルセスキオキサンが6.3質量部となる量）を25分かけて滴下し
、さらに1時間攪拌を行った。この間、液温を5～10℃に保った。次いで、55～60℃まで加
熱し、その温度を保ったまま1時間攪拌を行い、メチルトリメトキシシランの加水分解・
縮合反応を完結させた。
【０１２５】
　得られたメチルトリメトキシシラン加水分解・縮合反応液を加圧ろ過器を用いてろ過脱
水した。脱水物をステンレスのトレイに移し、熱風循環乾燥機中で105℃の温度で乾燥し
、乾燥物をジェットミルで解砕し、流動性のある微粒子を得た。この微粒子を電子顕微鏡
で観察したところ、粒子表面が粒径約100nmの粒状形状物で被覆された球状粒子であり、
シリコーンエラストマー球状微粒子をポリオルガノシルセスキオキサンで被覆したシリコ
ーン微粒子となっていることが確認された。得られたシリコーン微粒子を界面活性剤を用
いて水に分散させて、体積平均粒径を「マルチサイザー３」を用いて測定したところ12μ
ｍであった。得られたシリコーン微粒子をシリコーン微粒子-1と呼称する。
【０１２６】
　メチルビニルポリシロキサンＡ１、メチルハイドロジェンポリシロキサンＢ１、および
塩化白金酸－オレフィン錯体のトルエン溶液（白金含有量0.5％）を、シリコーンエラス
トマー球状微粒子を調製するのに用いた各成分の質量に応じた割合で混合し、厚みが10mm
になるようアルミニウムシャーレに流し込んだ。25℃で24時間放置後、50℃の恒温槽内で
1時間加熱し、べたつきのないシリコーンエラストマーを得た。このシリコーンエラスト
マーの硬度をJIS K 6253に規定のタイプＡデュロメータで測定したところ、22であった。
【０１２７】
　メチルビニルポリシロキサンＡ１、メチルハイドロジェンポリシロキサンＢ１、および
塩化白金酸－オレフィン錯体のトルエン溶液（白金含有量0.5％）を、シリコーンエラス
トマー球状微粒子を調製するのに用いた各成分の質量に応じた割合で混合し、厚みが約1m
mになるようテフロン（登録商標）トレイに流し込んだ。25℃で24時間放置後、50℃の恒
温槽内で1時間加熱し、シリコーンエラストマーのシートを得た。得られたシートを、約3
0mm四方の大きさにカットして試験片を得、この試験片の質量を測定した後、表１に示す
ポリメチルシロキサンに該試験片を24時間浸漬した。これにより試験片はポリメチルシロ
キサンを吸収して膨潤した。ポリメチルシロキサンから試験片を取り出し、その表面のポ
リメチルシロキサンをティッシュで拭き取った後、該試験片の質量を測定した。表１にシ
リコーンエラストマーのシートが吸収したポリメチルシロキサンの量（吸油量）をシリコ
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ーンエラストマー1ｇ当たりの値として示す。
【０１２８】
　シリコーン微粒子-1を5.0g、および表１に示すポリメチルシロキサン50gを100ｍｌガラ
ス瓶に入れ、30分振とうした後、3日間室温静置保存した。加圧ろ過にて固液分離し、ケ
ーキ状の固形分の質量を測定した。表１にシリコーン微粒子５ｇ当たりの吸油量を式：〔
固液分離後の固形分の質量（g）〕-5.0（g）により計算した値として示す。
【０１２９】
【化１】

【０１３０】

【化２】

【０１３１】
〔製造例２〕　シリコーン微粒子-2の製造
　製造例１において、メチルビニルポリシロキサンＡ１の配合量を350gから270gに変更し
、メチルハイドロジェンポリシロキサンＢ１　160gの代わりに下記式（５）で示される、
ジメチルシロキサン単位量が99.3モル％、分子量が22,484、ＳｉＨ基量が0.018mol/100g
のメチルハイドロジェンポリシロキサンＢ２　240g（メチルビニルポリシロキサンＡ１中
のビニル基1個に対しメチルハイドロジェンポリシロキサンＢ２中のＳｉＨ基が1.07個と
なる配合量）を用いた以外は、製造例１と同様にしてシリコーンエラストマー微粒子の水
分散液を得た。このシリコーンエラストマー微粒子について、製造例１と同様にして、形
状を観察したところ球状であり、体積平均粒径を測定したところ12μｍであった。
【０１３２】
　得られたシリコーンエラストマー球状微粒子の水分散液882gを原料として、製造例１と
同様にして加水分解・縮合反応および水分の除去を行って、流動性のある微粒子を得た。
その過程で、水2003g、および28%アンモニア水57ｇを添加したときの液のpHは11.2であり
、加水分解・縮合反応後のポリオルガノシルセスキオキサンの量はシリコーンエラストマ
ー球状微粒子100質量部に対し6.3質量部であった。得られた微粒子を電子顕微鏡で観察し
たところ、粒子表面が粒径約100nmの粒状形状物で被覆された球状粒子であり、シリコー
ンエラストマー球状微粒子をポリオルガノシルセスキオキサンで被覆したシリコーン微粒
子となっていることが確認された。製造例１と同様にして、このシリコーン微粒子を水に
分散させて、体積平均粒径を測定したところ12μｍであった。得られたシリコーン微粒子
をシリコーン微粒子-2と呼称する。
　製造例１において、メチルハイドロジェンポリシロキサンＢ１の代わりにメチルハイド
ロジェンポリシロキサンＢ２を用いた以外は、製造例１と同様にしてべたつきのないシリ
コーンエラストマーを得た。このシリコーンエラストマーの硬度をJIS K 6253に規定のタ
イプＡデュロメータで測定したところ、20であった。
【０１３３】
　製造例１において、メチルハイドロジェンポリシロキサンＢ１の代わりにメチルハイド
ロジェンポリシロキサンＢ２を用いた以外は、製造例１と同様にして、シリコーンエラス
トマーのシートを得、このシートの吸油量を測定した。表１に該吸油量をシリコーンエラ
ストマー1ｇ当たりの値として示す。
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【０１３４】
　シリコーン微粒子-2　5.0gについて、製造例１と同様にして吸油量を測定した。表１に
該吸油量を式：〔固液分離後の固形分の質量（g）〕-5.0（g）により計算した値として示
す。
【０１３５】
【化３】

【０１３６】
〔製造例３〕　シリコーン微粒子-3の製造
　製造例１において、メチルビニルポリシロキサンＡ１　350gの代わりに下記式（６）で
示される、ジメチルシロキサン単位量が98.9モル％、分子量が13,696、ビニル基量が0.02
9mol/100gのメチルビニルポリシロキサンＡ２　170gを用い、メチルハイドロジェンポリ
シロキサンＢ１　160gの代わりに下記式（７）で示される、ジメチルシロキサン単位量が
100モル％、分子量が14,954、ＳｉＨ基量が0.013mol/100gのメチルハイドロジェンポリシ
ロキサンＢ３　340g（メチルビニルポリシロキサンＡ２中のビニル基1個に対しメチルハ
イドロジェンポリシロキサンＢ３中のＳｉＨ基が0.90個となる配合量）を用いた以外は、
製造例１と同様にしてシリコーンエラストマー微粒子の水分散液を得た。このシリコーン
エラストマー微粒子について、製造例１と同様にして、形状を観察したところ球状であり
、体積平均粒径を測定したところ11μｍであった。
【０１３７】
　得られたシリコーンエラストマー球状微粒子の水分散液882gを原料として、製造例１と
同様にして加水分解・縮合反応および水分の除去を行って、流動性のある微粒子を得た。
その過程で、水2003g、および28%アンモニア水57ｇを添加したときの液のpHは11.2であり
、加水分解・縮合反応後のポリオルガノシルセスキオキサンの量はシリコーンエラストマ
ー球状微粒子100質量部に対し6.3質量部であった。得られた微粒子を電子顕微鏡で観察し
たところ、粒子表面が粒径約100nmの粒状形状物で被覆された球状粒子であり、シリコー
ンエラストマー球状微粒子をポリオルガノシルセスキオキサンで被覆したシリコーン微粒
子となっていることが確認された。製造例１と同様にして、このシリコーン微粒子を水に
分散させて、体積平均粒径を測定したところ11μｍであった。得られたシリコーン微粒子
をシリコーン微粒子－３と呼称する。
【０１３８】
　製造例１において、メチルビニルポリシロキサンＡ１の代わりにメチルビニルポリシロ
キサンＡ２を用い、メチルハイドロジェンポリシロキサンＢ１の代わりにメチルハイドロ
ジェンポリシロキサンＢ３を用いた以外は、製造例１と同様にしてべたつきのないシリコ
ーンエラストマーを得た。このシリコーンエラストマーの硬度をJIS K 6253に規定のタイ
プＡデュロメータで測定したところ、22であった。
【０１３９】
　製造例１において、メチルビニルポリシロキサンＡ１の代わりにメチルビニルポリシロ
キサンＡ２を用い、メチルハイドロジェンポリシロキサンＢ１の代わりにメチルハイドロ
ジェンポリシロキサンＢ３を用いた以外は、製造例１と同様にして、シリコーンエラスト
マーのシートを得、このシートの吸油量を測定した。表１に該吸油量をシリコーンエラス
トマー1ｇ当たりの値として示す。
【０１４０】
　シリコーン微粒子－３　5.0gについて、製造例１と同様にして吸油量を測定した。表１
に該吸油量を式：〔固液分離後の固形分の質量（g）〕-5.0（g）により計算した値として
示す。
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【０１４１】
【化４】

【０１４２】
【化５】

【０１４３】
〔比較製造例１〕　シリコーン微粒子-4の製造
　メチルビニルポリシロキサンＡ１　500gと下記式（８）で示される、ジメチルシロキサ
ン単位量が75モル％、分子量が2,393、ＳｉＨ基量が0.418mol/100gのメチルハイドロジェ
ンポリシロキサンＢ４　19g（メチルビニルポリシロキサンＡ１中のビニル基1個に対しメ
チルハイドロジェンポリシロキサンＢ４中のＳｉＨ基が1.06個となる配合量）を容量１リ
ットルのガラスビーカーに仕込み、ホモミキサーを用いて2,000rpmで撹拌混合した。得ら
れた混合液にポリオキシエチレンラウリルエーテル（エチレンオキサイド付加モル数＝9
モル）1.2gと水100gを加え、ホモミキサーを用いて6,000rpmで撹拌したところ、Ｏ/Ｗ型
エマルジョンとなり、増粘が認められた。更に１５分間撹拌を継続した。次いで、2,000
ｒｐｍで撹拌しながら、水377gを加えたところ、均一な白色エマルジョンが得られた。こ
のエマルジョンを錨型攪拌翼を備えた撹拌装置の付いた容量１リットルのガラスフラスコ
に移し、15～20℃に温度調整した後、撹拌下に塩化白金酸－オレフィン錯体のトルエン溶
液（白金含有量0.5％）0.8g、ポリオキシエチレンラウリルエーテル（エチレンオキサイ
ド付加モル数＝9モル）1.8gの混合溶解物を添加し、同温度で12時間撹拌し、シリコーン
エラストマー微粒子の水分散液を得た。このシリコーンエラストマー微粒子について、形
状を光学顕微鏡にて観察したところ球状であり、体積平均粒径を「マルチサイザー３」を
用いて測定したところ12μｍであった。
【０１４４】
　得られたシリコーンエラストマー球状微粒子の水分散液1155gを錨型攪拌翼を備えた撹
拌装置の付いた容量3リットルのガラスフラスコに移し、水1734g、および28%アンモニア
水60ｇを添加した。このときの液のpHは11.3であった。5～10℃に温度調整した後、メチ
ルトリメトキシシラン51g（シリコーンエラストマー球状微粒子100質量部に対し、加水分
解・縮合反応後のポリメチルシルセスキオキサンが4.2質量部となる量）を20分かけて滴
下し、さらに1時間攪拌を行った。この間、液温を5～10℃に保った。次いで、55～60℃ま
で加熱し、その温度を保ったまま1時間攪拌を行い、メチルトリメトキシシランの加水分
解・縮合反応を完結させた。
【０１４５】
　得られたメチルトリメトキシシラン加水分解・縮合反応液から製造例１と同様にして水
分を除去して、流動性のある微粒子を得た。この微粒子を電子顕微鏡で観察したところ、
粒子表面が粒径約100nmの粒状形状物で被覆された球状粒子であり、シリコーンエラスト
マー球状微粒子をポリオルガノシルセスキオキサンで被覆したシリコーン微粒子となって
いることが確認された。製造例１と同様にして、このシリコーン微粒子を水に分散させて
、体積平均粒径を測定したところ12μｍであった。得られたシリコーン微粒子をシリコー
ン微粒子－４と呼称する。
【０１４６】
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　製造例１において、メチルハイドロジェンポリシロキサンＢ１の代わりにメチルハイド
ロジェンポリシロキサンＢ４を用いた以外は、製造例１と同様にしてべたつきのないシリ
コーンエラストマーを得た。このシリコーンエラストマーの硬度をJIS K 6253に規定のタ
イプＡデュロメータで測定したところ、29であった。
【０１４７】
　製造例１において、メチルハイドロジェンポリシロキサンＢ１の代わりにメチルハイド
ロジェンポリシロキサンＢ４を用いた以外は、製造例１と同様にして、シリコーンエラス
トマーのシートを得、このシートの吸油量を測定した。表１に該吸油量をシリコーンエラ
ストマー1ｇ当たりの値として示す。
【０１４８】
　シリコーン微粒子-４　5.0gについて、製造例１と同様にして吸油量を測定した。表１
に該吸油量を式：〔固液分離後の固形分の質量（g）〕-5.0（g）により計算した値として
示す。
【０１４９】

【化６】

【０１５０】
〔比較製造例２〕　シリコーン微粒子-5の製造
　比較製造例１において、メチルハイドロジェンポリシロキサンＢ４　19gの代わりに下
記式（９）で示される、ジメチルシロキサン単位量が66.7モル％、分子量が10,577、Ｓｉ
Ｈ基量が0.473mol/100gのメチルハイドロジェンポリシロキサンＢ５　17g（メチルビニル
ポリシロキサンＡ１中のビニル基1個に対しメチルハイドロジェンポリシロキサンＢ５中
のＳｉＨ基が1.07個となる配合量）を用い、均一な白色エマルジョンを得る直前に加えた
水の量を377gから379gに変更した以外は、比較製造例１と同様にしてシリコーンエラスト
マー微粒子の水分散液を得た。このシリコーンエラストマー微粒子について、比較製造例
１と同様にして、形状を観察したところ球状であり、体積平均粒径を測定したところ12μ
ｍであった。
【０１５１】
　得られたシリコーンエラストマー球状微粒子の水分散液1161gを原料とし、添加する水
の量を1734gから1729gに変更した以外は、比較製造例１と同様にして加水分解・縮合反応
および水分の除去を行って、流動性のある微粒子を得た。その過程で、水1729g、および2
8%アンモニア水60ｇを添加したときの液のpHは11.3であり、加水分解・縮合反応後のポリ
オルガノシルセスキオキサンの量はシリコーンエラストマー球状微粒子100質量部に対し4
.2質量部であった。得られた微粒子を電子顕微鏡で観察したところ、粒子表面が粒径約10
0nmの粒状形状物で被覆された球状粒子であり、シリコーンエラストマー球状微粒子をポ
リオルガノシルセスキオキサンで被覆したシリコーン微粒子となっていることが確認され
た。製造例１と同様にして、このシリコーン微粒子を水に分散させて、体積平均粒径を測
定したところ12μｍであった。得られたシリコーン微粒子をシリコーン微粒子-５と呼称
する。
　製造例１において、メチルハイドロジェンポリシロキサンＢ１の代わりにメチルハイド
ロジェンポリシロキサンＢ５を用いた以外は、製造例１と同様にしてべたつきのないシリ
コーンエラストマーを得た。このシリコーンエラストマーの硬度をJIS K 6253に規定のタ
イプＡデュロメータで測定したところ、31であった。
【０１５２】
　製造例１において、メチルハイドロジェンポリシロキサンＢ１の代わりにメチルハイド
ロジェンポリシロキサンＢ５を用いた以外は、製造例１と同様にして、シリコーンエラス
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トマーのシートを得、このシートの吸油量を測定した。表１に該吸油量をシリコーンエラ
ストマー1ｇ当たりの値として示す。
【０１５３】
　シリコーン微粒子-５　5.0gについて、製造例１と同様にして吸油量を測定した。表１
に該吸油量を式：〔固液分離後の固形分の質量（g）〕-5.0（g）により計算した値として
示す。
【０１５４】
【化７】

【０１５５】
〔比較製造例３〕　シリコーン微粒子-6の製造
　比較製造例１において、メチルビニルポリシロキサンＡ１　500gの代わりに下記式（１
０）で示される、ジメチルシロキサン単位量が100モル％、分子量が33,531、ビニル基量
が0.006mol/100gのメチルビニルポリシロキサンＡ３　500gを用い、メチルハイドロジェ
ンポリシロキサンＢ４の配合量を19gから8g（メチルビニルポリシロキサンＡ３中のビニ
ル基1個に対しメチルハイドロジェンポリシロキサンＢ４中のＳｉＨ基が1.11個となる配
合量）に変更し、均一な白色エマルジョンを得る直前に加えた水の量を377gから388gに変
更した以外は、比較製造例１と同様にしてシリコーンエラストマー微粒子の水分散液を得
た。このシリコーンエラストマー微粒子について、比較製造例１と同様にして、形状を観
察したところ球状であり、体積平均粒径を測定したところ13μｍであった。
【０１５６】
　得られたシリコーンエラストマー球状微粒子の水分散液886gを原料とし、添加する水の
量を2003gから1999gに変更した以外は、製造例１と同様にして加水分解・縮合反応および
水分の除去を行って、流動性のある微粒子を得た。その過程で、水1999g、および28%アン
モニア水57ｇを添加したときの液のpHは11.2であり、加水分解・縮合反応後のポリオルガ
ノシルセスキオキサンの量はシリコーンエラストマー球状微粒子100質量部に対し6.3質量
部であった。得られた微粒子を電子顕微鏡で観察したところ、粒子表面が粒径約100nmの
粒状形状物で被覆された球状粒子であり、シリコーンエラストマー球状微粒子をポリオル
ガノシルセスキオキサンで被覆したシリコーン微粒子となっていることが確認された。製
造例１と同様にして、このシリコーン微粒子を水に分散させて、体積平均粒径を測定した
ところ13μｍであった。得られたシリコーン微粒子をシリコーン微粒子-６と呼称する。
【０１５７】
　製造例１において、メチルビニルポリシロキサンＡ１の代わりにメチルビニルポリシロ
キサンＡ３を用い、メチルハイドロジェンポリシロキサンＢ１の代わりにメチルハイドロ
ジェンポリシロキサンＢ４を用いた以外は、製造例１と同様にしてべたつきのないシリコ
ーンエラストマーを得た。このシリコーンエラストマーの硬度をJIS K 6253に規定のタイ
プＡデュロメータで測定したところ、21であった。
【０１５８】
　製造例１において、メチルビニルポリシロキサンＡ１の代わりにメチルビニルポリシロ
キサンＡ３を用い、メチルハイドロジェンポリシロキサンＢ１の代わりにメチルハイドロ
ジェンポリシロキサンＢ４を用いた以外は、製造例１と同様にして、シリコーンエラスト
マーのシートを得、このシートの吸油量を測定した。表１に該吸油量をシリコーンエラス
トマー1ｇ当たりの値として示す。
【０１５９】
　シリコーン微粒子-６　5.0gについて、製造例１と同様にして吸油量を測定した。表１
に該吸油量を式：〔固液分離後の固形分の質量（g）〕-5.0（g）により計算した値として
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【０１６０】
【化８】

【０１６１】
【表１】

【０１６２】
　表１の結果から、本発明に用いられるシリコーン微粒子は、シリコーン油の吸油特性に
優れていることが明らかになった。
【０１６３】
〔実施例１～１５および比較例１～１５〕油性ゲル組成物
　上記製造例１で得られたシリコーン微粒子-1、上記製造例２で得られたシリコーン微粒
子-2および上記製造例３で得られたシリコーン微粒子-3を用い、表２に示す組成比（質量
％）で油性ゲル組成物を調製し、表４に示す評価基準で評価した。一方、上記比較製造例
１で得られたシリコーン微粒子-4、上記比較製造例２で得られたシリコーン微粒子－5お
よび上記比較製造例３で得られたシリコーン微粒子－6を用い、表３に示す組成比（質量
％）で油性ゲル組成物を調製し、表４に示す評価基準で評価した。評価結果を表５に示す
。
【０１６４】
　＜組成比＞
【０１６５】
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表中の数値は組成比（質量％）を示す。
【０１６６】
【表３】

表中の数値は組成比（質量％）を示す。
【０１６７】
　＜使用性評価基準＞
　油性ゲル組成物を肌に塗布した時の、のび（展延性）、油膜感（付着性）、粉浮きの状
態（揮発性油性成分を含む組成物についてのみ評価；油性成分蒸散後の粉吹き感）につい
て、表４に示す基準に従って専門パネラー１０名に評価させた。得られた平均点について
下記の基準に従って判定を行った。その結果は表５に示す通りである。
【０１６８】
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【表４】

【０１６９】
平均点の判定：
　得られた平均点が４.５点以上　　　　　　 ◎
　得られた平均点が３.５点以上４.５点未満　○
　得られた平均点が２.５点以上３.５点未満　△
　得られた平均点が１.５点以上２.５点未満　×
　得られた平均点が１.５点未満　　　　　　 ××
【０１７０】
【表５】

【０１７１】
　表５から明らかなように、実施例１～１５の組成物は、比較例１～１５の組成物に比べ
、塗布時ののびの点では効果が同等ではあるが、塗布時の油膜感の点では、相対的にぬめ
りを感じさせにくく、さらさらとした使用感を付与することができ、油性成分蒸散後、粉
浮きがなく美観に優れる仕上がりであることが実証された。
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【０１７２】
〔実施例１６～１８および比較例１６〕スキンケアクリーム
　上記製造例１で得られたシリコーン微粒子-1、上記製造例２で得られたシリコーン微粒
子-2、上記製造例３で得られたシリコーン微粒子-3および上記比較製造例３で得られたシ
リコーン微粒子－６を用い、下記表６に示す組成比（質量％）でスキンケアクリームを調
製した。
【０１７３】
　＜処方＞
【０１７４】
【表６】

（注１）架橋型ポリエーテル変性シリコーン；ＫＳＧ－２１０（信越化学工業（株）製）
（注２）架橋型ジメチルポリシロキサン；ＫＳＧ－１５（信越化学工業（株）製）
（注３）架橋型ジメチルポリシロキサン；ＫＳＧ－１６（信越化学工業（株）製）
（注４）ポリエーテル変性分岐状シリコーン；ＫＦ－６０２８（信越化学工業（株）製）
【０１７５】
＜化粧料の調製＞
　成分１～１０をビーカー中、攪拌・混合した。これに、成分１１～１３を成分１４に別
途溶解させて得た溶液を添加して、さらに攪拌・混合を続け、スキンケアクリームを調製
した。得られたスキンケアクリームについて、以下の評価を行った。
【０１７６】
　＜使用性と使用感の評価＞
　得られたスキンケアクリームを肌に塗布した時の、のび（展延性）およびつき（付着性
・均質性）、並びに、後肌の油膜感（後肌の快適性）について、表７に示す基準に従って
２０名の女性の専門パネラーに評価させた。得られた平均点について下記の基準に従って
判定を行った。その結果は表８に示す通りである。
【０１７７】
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【表７】

【０１７８】
平均点の判定：
　得られた平均点が４.５点以上             ◎
　得られた平均点が３.５点以上４.５点未満　○
　得られた平均点が２.５点以上３.５点未満　△
　得られた平均点が１.５点以上２.５点未満　×
　得られた平均点が１.５点未満　　　　　　 ××
【０１７９】
【表８】

【０１８０】
　表８から明らかなように、実施例１６～１８のスキンケアクリームは比較例１６のスキ
ンケアクリームに比べ、良好な使用性を付与できることが実証された。すなわち、本発明
に用いられるシリコーン微粒子を配合することにより、塗布時にはべたつかず非常にのび
が良く付着性も良好であり、且つ、塗布後は不快な後肌の油膜感を残さない化粧料が得ら
れることが明らかになった。
【０１８１】
実施例１９：パウダーファンデーション 
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．流動パラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　２．０
２．スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　       ２．０
３．ジメチルポリシロキサン（粘度：２０ｍｍ２／s）　　　　　　　　　 ３．０
４．ポリエチレン　　　　　　　　　                          　      １．５
５．メチルハイドロジェンポリシロキサン処理マイカ　　    　        ４０．０
６．硫酸バリウム　　　　　　　　　　　　　    　　  　　 　         ５．０
７．金属石鹸処理酸化チタン　　　　　　　　　            　　        ９．０
８．シリコーン微粒子－1　　　　　　　　                             ６．０
９．メチルハイドロジェンポリシロキサン処理タルク　　　　　　　　  ３１．５
１０．トリエトキシシリルエチルポリジメチルシロキシエチルヘキシル
　　　ジメチコン（注１）処理酸化鉄顔料　　　　　　　　　　　　　　　適　量
（注１）トリエトキシシリルエチルポリジメチルシロキシエチルヘキシルジメチコン：Ｋ
Ｆ－９９０９（信越化学工業（株）製）
【０１８２】
　（製造方法）
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Ａ：成分４～１０をヘンシェルミキサーに投入し、攪拌・混合した。
Ｂ：成分１～３を加熱溶解し、これをＡで得られた混合物に添加して、攪拌・混合した。
Ｃ：得られた混合物をハンマーミルにて粉砕し、所定のアルミニウムパンにプレス成型し
てパウダーファンデーションを得た。
【０１８３】
　以上のようにして得られたパウダーファンデーションは、キメが細かく、のび広がりが
軽くてべたつきおよび油っぽさがない上、化粧持ちも非常に良いことが確認された。
【０１８４】
実施例２０：水中油型クリーム 
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．架橋型ジメチルポリシロキサン（注１）     　　　　　  　       １０．０
２．トリオクタン酸グリセリル                    　      　　　　    ５．０
３．シリコーン微粒子－２　　　　　　　　　　　　       　　    　　 １．０
４．ジプロピレングリコール                           　   　　　　　７．０
５．グリセリン                                            　    　　５．０
６．メチルセルロース（２％水溶液）（注２）                    　　　７．０
７．ポリアクリルアミド系乳化剤（注３）              　　　 　  　　 ２．０
８．防腐剤                                              　    　　　適  量
９．香料                                                　    　　　適  量
１０．精製水                                 　　           　  　　残　量
（注１）架橋型ジメチルポリシロキサン；ＫＳＧ－１６（信越化学工業（株）製）
（注２）メチルセルロース；メトローズＳＭ－４０００（信越化学工業（株）製）
（注３）ポリアクリルアミド系乳化剤；セピゲル３０５（ＳＥＰＩＣ製）
【０１８５】
　（製造方法）
Ａ：成分４～１０を混合した。
Ｂ：成分１～３を混合し、これをＡで得られた混合物に加えて攪拌乳化した。
【０１８６】
　以上のようにして得られた水中油型クリームは、キメが細かく、のび広がりが軽くてべ
たつきおよび油っぽさがない上、温度変化および経時による変化がなく安定性に優れてい
ることが確認された。
【０１８７】
実施例２１：油中水型クリーム 
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．ジメチルポリシロキサン（粘度：６ｍｍ２／ｓ）　　 　　　　　　　 ６．０
２．メチルフェニルポリシロキサン                    　 　    　     ４．０
３．スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
４．ジオクタン酸ネオペンチルグリコール             　　　         　３．０
５．ポリエーテル変性シリコーン（注１）              　　　        　３．０
６．シリコーン微粒子－３　　　　　　　　　　　　         　　       ２．０
７．グリセリン                           　　　　         　      １０．０
８．防腐剤                           　                  　     　　適  量
９．香料　                                                　    　　適  量
１０．精製水　                                            　　　　　残　量
（注１）ポリエーテル変性シリコーン；ＫＦ－６０１２（信越化学工業（株）製）
【０１８８】
　（製造方法）
Ａ：成分１～６を均一に混合した。
Ｂ：成分７，８及び１０を混合溶解した。
Ｃ：攪拌下、Ａで得られた混合物にＢで得られた混合物を添加し、乳化した後、成分９を
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添加してクリームを得た。
【０１８９】
　以上のようにして得られた油中水型クリームは、キメが細かく、のび広がりが軽くてべ
たつきおよび油っぽさがない上、温度変化および経時による変化がなく安定性に優れてい
ることが確認された。
【０１９０】
実施例２２：油中水型クリーム
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．アルキル変性架橋型ポリエーテル変性シリコーン（注１）  　　　    ６．０
２．流動パラフィン                                    　　　　    １３．５
３．マカデミアナッツ油                               　　　　       ５．０
４．アルキル・シリコーン／ポリエーテル共変性シリコーン（注２）　    ０．５
５．ハイブリッドシリコーン複合粉体（注３）             　　　       ３．０
６．シリコーン微粒子－１　　　　　　　　　　　　　            　    ２．０
７．クエン酸ナトリウム                               　　　　　     ０．２
８．プロピレングリコール                            　　　　　　　  ８．０
９．グリセリン                                    　　              ３．０
１０．防腐剤                                                  　　　適  量
１１．香料                                                    　　　適  量
１２．精製水                                       　　       　　　残　量
（注１）アルキル変性架橋型ポリエーテル変性シリコーン；ＫＳＧ－３１０（信越化学工
業（株）製）
（注２）アルキル・シリコーン／ポリエーテル共変性シリコーン；ＫＦ－６０３８（信越
化学工業（株）製）
（注３）ハイブリッドシリコーン複合粉体；ＫＳＰ－１００（信越化学工業（株）製）
【０１９１】
　（製造方法）
Ａ：成分１～６を混合した。
Ｂ：成分７～１０及び１２を混合溶解した。
Ｃ：攪拌下、Ａで得られた混合物にＢで得られた混合物を添加し、乳化した後、成分１１
を添加してクリームを得た。
【０１９２】
　以上のようにして得られた油中水型クリームは、キメが細かく、のび広がりが軽くてべ
たつきおよび油っぽさがない上、温度変化および経時による変化がなく安定性に優れてい
ることが確認された。
【０１９３】
実施例２３：油中水型クリーム 
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．デカメチルシクロペンタシロキサン               　　　　　　   １０．５
２．ジメチルポリシロキサン（粘度：６ｍｍ２／ｓ）　　　　　　　　　  ４．０
３．ポリエーテル変性シリコーン（注１）                　　    　　  ５．０
４．ＰＯＥ（５）オクチルドデシルエーテル            　　　        　１．０
５．モノステアリン酸ポリオキシエチレンソルビタン（２０Ｅ．Ｏ．）    ０．５
６．実施例１のゲル組成物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    １５．０
７．流動パラフィン                                           　　   ２．０
８．マカデミアンナッツ油                                  　  　    １．０
９．オウゴンエキス（注２）                                  　 　   １．０
１０．ゲンチアナエキス（注３）                              　　　　０．５
１１．エタノール                                        　 　       ５．０
１２．１，３－ブチレングリコール                        　   　     ２．０
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１３．防腐剤                                             　     　　適  量
１４．香料                                               　     　　適  量
１５．精製水                                            　      　　残　量
（注１）ポリエーテル変性シリコーン；ＫＦ－６０１７（信越化学工業（株）製）
（注２）オウゴンエキス；５０％ １，３－ブチレングリコール水で抽出したもの
（注３）ゲンチアナエキス；２０％ エタノール水で抽出したもの
【０１９４】
　（製造方法）
Ａ：成分１～８を混合し、均一に混合分散した。
Ｂ：成分９～１３及び１５を混合した後、Ａで得られた混合物を加えて乳化した。
Ｃ：Ｂで得られた混合物に成分１４を加えてクリームを得た。
【０１９５】
　以上のようにして得られた油中水型クリームは、キメが細かく、べたつきがないだけで
なく、のび広がりが軽い上、密着感に優れ、化粧持ちも非常に優れていた。また、温度お
よび経時によって変化することがなく、安定性にも優れていることが確認された。
【０１９６】
実施例２４：アイライナー 
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．デカメチルシクロペンタシロキサン        　　　　　　      　  ３９．０
２．ポリエーテル変性シリコーン（注１）       　　　　　　   　　    ３．０
３．有機シリコーン樹脂（注２）               　　　　　　　       １５．０
４．ジオクタデシルジメチルアンモニウム塩変性モンモリロナイト   　　 ３．０
５．メチルハイドロジェンポリシロキサン処理黒酸化鉄 　　　　　     　８．０
６．シリコーン微粒子－２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　２．０
７．１，３－ブチレングリコール               　　       　　　　　  ５．０
８．デヒドロ酢酸ナトリウム                        　　    　　 　   適  量
９．防腐剤                                             　     　　　適  量
１０．精製水                                     　 　　　　　　　　残　量
（注１）ポリエーテル変性シリコーン；ＫＦ－６０１７（信越化学工業（株）製）
（注２）有機シリコーン樹脂；ＫＦ－７３１２Ｊ（信越化学工業（株）製）
【０１９７】
　（製造方法）
Ａ：成分１～４を混合し、成分５，６を加えて均一に混合分散した。
Ｂ：成分７～１０を混合した。
Ｃ：Ｂで得られた混合物をＡで得られた混合物に徐添して乳化し、アイライナーを得た。
【０１９８】
　以上のようにして得られたアイライナーは、のびが軽くて描きやすく、清涼感があって
さっぱりとし、更にべたつきがない使用感であった。また、温度変化および経時による変
化もなく、使用性も安定性も非常に優れており、耐水性、耐汗性に優れることはもとより
、化粧持ちも非常に良いことが確認された。
【０１９９】
実施例２５：ファンデーション 
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．デカメチルシクロペンタシロキサン            　　　     　     ４５．０
２．ジメチルポリシロキサン（粘度：６ｍｍ２／ｓ）　　　　　　　    １５．０
３．ポリエーテル変性シリコーン（注１）             　　　    　     ３．５
４．オクタデシルジメチルベンジルアンモニウム塩変性モンモリロナイト  １．５
５．シリコーン微粒子－３　　　　　　　　　　　　　　　 　　　  　 　４．５
６．アミノ酸（Ｎ－アシルグルタミン酸）処理酸化鉄　　　　　　　　  　２．５
７．トリエトキシシリルエチルポリジメチルシロキシエチルヘキシル
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　　ジメチコン（注２）処理酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　７．５
８．ジプロピレングリコール                                　　　　　５．０
９．パラオキシ安息香酸メチルエステル                     　 　  　　０．３
１０．香料                                              　      　　適  量
１１．精製水                                            　  　　　　残　量
（注１）ポリエーテル変性シリコーン；ＫＦ－６０１７（信越化学工業（株）製）
（注２）トリエトキシシリルエチルポリジメチルシロキシエチルヘキシルジメチコン：Ｋ
Ｆ－９９０９（信越化学工業（株）製）
【０２００】
　（製造方法）
Ａ：成分１～４を混合し、成分５～７を添加して均一にした。
Ｂ：成分８，９及び１１を溶解した。
Ｃ：攪拌下、Ａで得られた混合物にＢで得られた混合物を添加し乳化した後、成分１０を
添加してファンデーションを得た。
【０２０１】
　以上のようにして得られたファンデーションは、キメが細かい上、のび広がりが軽くて
べたつきおよび油っぽさがなく、化粧持ちも良く、温度変化および経時による変化がなく
、安定性にも優れていることが確認された。
【０２０２】
実施例２６：アイシャドウ
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．デカメチルシクロペンタシロキサン           　　　 　          １５．０
２．ジメチルポリシロキサン（粘度：６ｍｍ２／ｓ）　　　　　　　　　１０．０
３．ポリエーテル変性分岐状シリコーン（注１）             　   　    ２．０
４．ＰＥＧ（１０）ラウリルエ－テル                     　    　     ０．５
５．シリコーン微粒子－１　　　　　　　　　　　　　　　　  　        ６．０
６．メチルハイドレジェンポリシロキサン処理無機着色顔料　　　　　　　適　量
７．塩化ナトリウム                                   　   　    　　２．０
８．プロピレングリコール                           　     　　　    ８．０
９．防腐剤　                                         　 　      　　適  量
１０．香料                                            　 　     　　適  量
１１．精製水                                          　　      　　残  量
（注１）ポリエーテル変性分岐状シリコーン；ＫＦ－６０２８（信越化学工業（株）製）
【０２０３】
　（製造方法）
Ａ：成分１～４を混合し、成分５，６を添加して均一に分散した。
Ｂ：成分７～９及び１１を均一溶解した。
Ｃ：攪拌下、Ａで得られた混合物にＢで得られた混合物を添加して乳化し、成分１０を添
加してアイシャドウを得た。
【０２０４】
　以上のようにして得られたアイシャドウは、のび広がりが軽い上、油っぽさおよび粉っ
ぽさがない使用感のものであった。また、耐水性、撥水性、耐汗性が良好で持ちも良く、
化粧崩れしにくい上、温度変化および経時による変化がなく安定性にも優れていることが
確認された。
【０２０５】
実施例２７：口紅 
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．キャンデリラワックス                          　　　　　　　　  ８．０
２．ポリエチレンワックス                             　　     　    ８．０
３．長鎖アルキル含有アクリルシリコーン樹脂（注１）    　　     　 １２．０
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４．メチルフェニルポリシロキサン（注２）              　　        　３．０
５．イソノナン酸イソトリデシル                      　　　  　　　２０．０
６．イソステアリン酸グリセリル                     　　    　　　 １６．０
７．トリイソステアリン酸ポリグリセリル               　　         ２８．５
８．シリコーン微粒子－２　　　　　　　　　　　　　      　　   　　 １．５
９．有機顔料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      適　量
１０．香料                                        　    　　　　　　適  量
（注１）長鎖アルキル含有アクリルシリコーン樹脂；ＫＰ－５６１Ｐ（信越化学工業（株
）製）
（注２）メチルフェニルポリシロキサン；ＫＦ－５４（信越化学工業（株）製）
【０２０６】
　（製造方法）
Ａ：成分１～６及び７の一部を加熱混合、溶解した。
Ｂ：成分８，９及び７の残部を均一混合し、Ａで得られた混合物に加えて均一にした。
Ｃ：Ｂで得られた混合物に成分１０を添加して口紅を得た。
【０２０７】
　以上のようにして得られた口紅は、のびが軽くて油っぽさおよび粉っぽさがない上、耐
水性および撥水性が良好で持ちも良く、安定性にも優れているものであった。
【０２０８】
実施例２８：アイライナー
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．デカメチルシクロペンタシロキサン         　　　 　      　        ６．０
２．ジメチルポリシロキサン（粘度：６ｍｍ２／ｓ）　　　　　　　　　　５．０
３．ホホバ油                                  　          　　　　　２．０
４．ポリエーテル変性シリコーン（注１）                 　　　       １．０
５．アルキル・シリコーン／ポリエーテル共変性シリコーン（注２）    　１．０
６．アクリルシリコーン樹脂（注３）                    　      　　１５．０
７．シリコーン微粒子－１　　　　　　　　　　　　     　　　　　　   ２．０
８．メチルハイドロジェンポリシロキサン処理黒酸化鉄　　　　      　１８．０
９．エタノール                                       　   　      　５．０
１０．防腐剤                                             　     　　適  量
１１．精製水                                              　    　　残  量
（注１）ポリエーテル変性シリコーン；ＫＦ－６０１７（信越化学工業（株）製）
（注２）アルキル・シリコーン／ポリエーテル共変性シリコーン；ＫＦ－６０３８（信越
化学工業（株）製）
（注３）アクリルシリコーン樹脂；ＫＰ－５４５（信越化学工業（株）製）
【０２０９】
　（製造方法）
Ａ：成分１～６を攪拌混合し、これに７，８を加えて均一に分散した。
Ｂ：成分９～１１を攪拌溶解した。
Ｃ：攪拌下、Ａで得られた混合物にＢで得られた混合物を添加して乳化し、アイライナー
を得た。
【０２１０】
　以上のようにして得られたアイライナーは、のびが軽くて油っぽさおよび粉っぽさがな
い上、耐水性、撥水性、耐汗性が良好で持ちも良く、化粧崩れしにくいものであった。ま
た、温度変化および経時による変化がなく安定性にも優れていることが確認された。
【０２１１】
実施例２９：液状乳化ファンデーション 
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．ジメチルポリシロキサン（粘度：６ｍｍ２／ｓ）　　　　　　　　    ４．５
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２．デカメチルシクロペンタシロキサン             　　　　　　     １０．０
３．スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．０
４．ジオクタン酸ネオペンチルグリコール          　  　　  　　　　　３．０
５．イソステアリン酸ジグリセライド         　　　　　　　　　　　　 ２．０
６．α－モノイソステアリルグリセリルエーテル        　　　　　      １．０
７．ポリエーテル変性シリコーン（注１）              　　　　        １．０
８．アルキル・シリコーン／ポリエーテル共変性シリコーン（注２）      ０．５
９．ジステアリン酸アルミニウム塩                     　　　　       ０．２
１０．実施例６のゲル組成物　　　　　　　　　　   　　　    　       ９．０
１１．メチルハイドロジェンポリシロキサン処理酸化鉄顔料　　      　　適　量
１２．グリセリン                                　　　　　　　      ３．０
１３．防腐剤                                              　    　　適  量
１４．香料                                                　    　　適  量
１５．精製水                                             　     　　残  量
（注１）ポリエーテル変性シリコーン；ＫＦ－６０１７（信越化学工業（株）製）
（注２）アルキル・シリコーン／ポリエーテル共変性シリコーン；ＫＦ－６０３８（信越
化学工業（株）製）
【０２１２】
　（製造方法）
Ａ：成分１～９を加熱混合し、成分１０，１１を添加して均一にした。
Ｂ：成分１２，１３及び１５を加熱溶解した。
Ｃ：攪拌下、Ａで得られた混合物にＢで得られた混合物を添加して乳化し、冷却して成分
１４を添加し液状乳化ファンデーションを得た。
【０２１３】
　以上のようにして得られた液状乳化ファンデーションは、粘度が低くキメが細かく、の
び広がりが軽くてべたつきおよび油っぽさがない上、肌の形態補正効果も有り、化粧持ち
が良い上、温度変化および経時による変化がなく、安定性にも優れていることが確認され
た。
【０２１４】
実施例３０：液状ファンデーション 
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．デカメチルシクロペンタシロキサン              　　　　　      １６．０
２．ジメチルポリシロキサン（粘度：６ｍｍ２／ｓ）  　 　　　　　　　 ８．０
３．パラメトキシケイ皮酸オクチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
４．１２－ヒドロキシステアリン酸                        　　        １．０
５．フッ素変性シリコーン（注１）                     　 　　　    １５．０
６．フッ素アルキル・ポリエーテル共変性シリコーン（注２） 　　    　 ５．０
７．球状ポリメチルシルセスキオキサン粉体（注３）       　     　    １．０
８．シリコーン微粒子－１　　　　　　　　　　　   　      　　　     ３．０
９．シリコーン微粒子－４　　　　　　　　　　　　   　　　　       　３．０
１０．アミノ酸（Ｎ－アシルグルタミン酸）処理酸化鉄顔料　　　  　  　適　量
１１．エタノール                                       　     　　１５．０
１２．グリセリン                                       　       　　３．０
１３．硫酸マグネシウム                               　        　　 １．０
１４．防腐剤                                        　        　　　適  量
１５．香料                                          　        　　　適  量
１６．精製水                                       　         　　　残  量
（注１）フッ素変性シリコーン；ＦＬ－５０（信越化学工業（株）製）
（注２）フッ素アルキル・ポリエーテル共変性シリコーン；ＦＰＤ－４６９４（信越化学
工業（株）製）
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（注３）球状ポリメチルシルセスキオキサン粉体；ＫＭＰ－５９０（信越化学工業（株）
製）
【０２１５】
　（製造方法）
Ａ：成分７～１０を均一に混合した。
Ｂ：成分１～６を７０℃に加熱混合し、Ａで得られた混合物を加えて均一に分散混合した
。
Ｃ：成分１１～１４及び１６を４０℃に加温し、Ｂで得られた混合物に添加して乳化し、
冷却して成分１５を加え、液状ファンデーションを得た。
【０２１６】
　以上のようにして得られた液状ファンデーションは、べたつきがなく、のび広がりも軽
い上、温度変化および経時による変化がなく、安定性の非常に優れたものであることが確
認された。
【０２１７】
実施例３１：アイライナー
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．デカメチルシクロペンタシロキサン                 　　   　    ２２．０
２．ジメチルポリシロキサン（粘度：６ｍｍ２／ｓ）      　　　　　　　２．０
３．メチルハイドロジェンポリシロキサン処理黒酸化鉄　   　　       ２０．０
４．実施例１５のゲル組成物　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　４．０
５．有機シリコーン樹脂（注１）                       　 　　      １０．０
６．ビタミンＥアセテート                         　     　　        ０．２
７．ホホバ油                                       　  　　         ２．０
８．ベントナイト                                      　　　        ３．０
９．ポリエーテル変性シリコーン（注２）              　　　　        ２．０
１０．エタノール                                       　　         ３．０
１１．１，３－ブチレングリコール                  　　　　　　　    ５．０
１２．防腐剤                                          　        　　適  量
１３．精製水                                            　      　　残  量
（注１）有機シリコーン樹脂；；ＫＦ－７３１２Ｊ（信越化学工業（株）製）
（注２）ポリエーテル変性シリコーン；ＫＦ－６０１７（信越化学工業（株）製）
【０２１８】
　（製造方法）
Ａ：成分１，２，５～９を混合し、成分３，４を加えて均一に混合分散した。
Ｂ：成分１０～１３を混合した。
Ｃ：Ｂで得られた混合物をＡで得られた混合物に添加して乳化し、アイライナーを得た。
【０２１９】
　以上のようにして得られたアイライナーは、のびが軽くて描きやすい上、清涼感があっ
てさっぱりとし、べたつかずない使用感で、耐水性、耐汗性にも共に優れ、化粧持ちも非
常に良いことが確認された。また、温度および経時によって変化することもなかった。
【０２２０】
実施例３２：ファンデーション
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．デカメチルシクロペンタシロキサン                　　　　      １５．０
２．メチルフェニルポリシロキサン                    　　  　 　     ３．０
３．トリオクタン酸グリセリル                     　　　　     　　１０．０
４．ポリエーテル変性シリコーン（注１）            　　　 　    　   ４．０
５．モノイソステアリン酸ポリグリセリル           　　　　　　　     ３．０
６．実施例６のゲル組成物　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　  １５．０
７．ステアリン酸アルミニウム処理酸化チタン　　　　　　　　　　　　　６．０
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８．メチルハイドロジェンポリシロキサン処理酸化鉄顔料　　  　　　　　適　量
９．１，３－ブチレングリコール 　                    　 　   　　　 ７．０
１０．塩化ナトリウム              　             　       　　　　　０．５
１１．防腐剤                        　                        　　　適  量
１２．香料                            　                    　　　　適  量
１３．精製水                            　                  　　　　残  量
（注１）ポリエーテル変性シリコーン；ＫＦ－６０１７（信越化学工業（株）製）
【０２２１】
　（製造方法）
Ａ：成分１～５を混合溶解し、成分６～８を均一に分散した。
Ｂ：成分９～１１及び１３を混合した後、Ａで得られた混合物に加えて乳化した。
Ｃ：Ｂで得られた混合物に成分１２を加えてファンデーションを得た。
【０２２２】
　以上のようにして得られたファンデーションは、べたつきがなく、のび広がりも軽い上
、密着感に優れ、化粧持ちも非常に優れていることが確認できた。また、温度および経時
によって変化することがなく、安定性にも優れていることがわかった。
【０２２３】
実施例３３：油中水型タイプ制汗化粧料
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．架橋型ポリエーテル変性シリコーン（注１）             　　　　   ７．０
２．デカメチルシクロペンタシロキサン              　      　　　　１０．０
３．トリオクタン酸グリセリル                       　　　     　    ７．０
４．ジプロピレングリコール                          　　    　      ５．０
５．クエン酸ナトリウム                             　     　　　　　０．２
６．アルミニウム・ジルコニウムテトラクロロハイドレイト   　　  　 １８．０
７．シリコーン微粒子－２　　　　　　　　　　　　　　　　　　        ５．０
８．フッ素変性ハイブリッドシリコーン複合粉体（注２） 　　　  　     ２．０
９．香料                                             　     　　　　適  量
１０．精製水                                              　　　　４５．８
（注１）架橋型ポリエーテル変性シリコーン；ＫＳＧ－２１０（信越化学工業（株）製）
（注２）フッ素変性ハイブリッドシリコーン複合粉体；ＫＳＰ－２００（信越化学工業（
株）製）
【０２２４】
　（製造方法）
Ａ：成分１～３を混合した。
Ｂ：成分４～１０を混合した。
Ｃ：Ｂで得られた混合物をＡで得られた混合物に加えて混合乳化した。
【０２２５】
　以上のようにして得られた油中水型タイプの制汗化粧料は、のびが軽く、べたつきおよ
び油感がなく、温度および経時による変化もなく、使用性も安定性も非常に優れるもので
あった。
【０２２６】
実施例３４：ロールオンタイプ制汗化粧料
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．架橋型ポリエーテル変性シリコーン（注１）                  　　２０．０
２．ジメチルポリシロキサン（粘度：６ｍｍ２／ｓ）  　　　　　　　　１０．０
３．架橋型ジメチルポリシロキサン（注２）         　　       　　　１５．０
４．デカメチルシクロペンタシロキサン                   　     　　１５．０
５．アルミニウム・ジルコニウムテトラクロロハイドレイト            ２０．０
６．実施例１１のゲル組成物　　　　　　　　　　　　　　　　　      ２０．０
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７．香料                                           　         　　　適  量
（注１）架橋型ポリエーテル変性シリコーン；ＫＳＧ－２１０（信越化学工業（株）製）
（注２）架橋型ジメチルポリシロキサン；ＫＳＧ－１５（信越化学工業（株）製）
【０２２７】
　（製造方法）
Ａ：成分１～４を混合した。
Ｂ：Ａで得られた混合物に成分５～７を加え、均一に分散した。
【０２２８】
　以上のようにして得られたロールオンタイプの制汗化粧料は、のびが軽く、べたつきお
よび油感がなく、温度および経時による変化もなく、使用性も安定性も非常に優れている
ものであった。
【０２２９】
実施例３５：日焼け止め乳液 
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．デカメチルシクロペンタシロキサン                  　   　 　  ２０．０
２．メチルフェニルポリシロキサン                     　　　         ３．０
３．モノイソステアリン酸ソルビタン               　　　　           １．０
４．ポリエーテル変性シリコーン（注１）           　         　　　　０．５
５．トリメチルシロキシケイ酸（注２）               　　　　　       １．０
６．パラメトキシケイ皮酸オクチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．０
７．シリコーン微粒子－３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ２．０
８．ステアリン酸アルミニウム処理微粒子酸化チタン　　　　　    　　　６．０
９．ソルビトール                                 　　       　　　　２．０
１０．塩化ナトリウム                        　 　                   ２．０
１１．防腐剤                                                  　　　適  量
１２．香料                                                    　　　適  量
１３．精製水                                                  　　　残  量
（注１）ポリエーテル変性シリコーン；ＫＦ－６０１５（信越化学工業（株）製）
（注２）トリメチルシロキシケイ酸；Ｘ－２１－５２５０（信越化学工業（株）製）
【０２３０】
　（製造方法）
Ａ：成分１～６を加熱混合し、成分７，８を均一分散した。
Ｂ：成分９～１１及び１３を加熱混合した。
Ｃ：攪拌下、Ａで得られた混合物にＢで得られた混合物を徐添して乳化し、冷却して成分
１２を添加し日焼け止め乳液を得た。
【０２３１】
　以上のようにして得られた日焼け止め乳液は、キメが細かく、のび広がりが軽く、べた
つきがなかった。さらに、化粧持ちが良いため紫外線防止効果も持続する上、温度変化お
よび経時による変化がなく非常に安定性にも優れていることが確認された。
【０２３２】
実施例３６：サンカットクリーム 
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．デカメチルシクロペンタシロキサン         　　   　         　 １１．５
２．アクリルシリコーン樹脂（注１）           　　　  　　         １２．０
３．トリオクタン酸グリセリル                　  　    　　   　　   ５．０
４．パラメトキシケイ皮酸オクチル                   　　      　　　 ６．０
５．架橋型ポリエーテル変性シリコーン（注２）        　　　　 　     ５．０
６．アルキル・シリコーン／ポリエーテル共変性シリコーン（注３）　  　２．５
７．実施例４のゲル組成物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ８．０
８．ステアリン酸アルミニウム処理微粒子酸化チタン　              　１５．０
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９．塩化ナトリウム                                        　   　　 ０．５
１０．１，３－ブチレングリコール                      　 　  　　　 ２．０
１１．防腐剤                                         　　　　   　　適  量
１２．香料                                          　　　　    　　適  量
１３．精製水                                 　　　　　  　　　　　 残  量
（注１）アクリルシリコーン樹脂；ＫＰ－５４５（信越化学工業（株）製）
（注２）架橋型ポリエーテル変性シリコーン；ＫＳＧ－２１０（信越化学工業（株）製）
（注３）アルキル・シリコーン／ポリエーテル共変性シリコーン；ＫＦ－６０３８（信越
化学工業（株）製）
【０２３３】
　（製造方法）
Ａ：成分１の一部に成分２を加えて均一にし、成分８を添加してビーズミルで分散した。
Ｂ：成分１の残部及び３～７を混合して均一にした。
Ｃ：成分９～１１及び１３を混合、溶解した。
Ｄ：Ｂで得られた混合物にＣで得られた混合物を加えて乳化し、Ａで得られた混合物を分
散させ、さらに、成分１２を添加してサンカットクリームを得た。
【０２３４】
　以上のようにして得られたサンカットクリームは、べたつきがなく、のび広がりも軽い
上、密着感に優れ、肌の形態補正効果も有り、化粧持ちも非常に優れていた。また、温度
変化および経時変化に対しても非常に安定であることが確認された。
【０２３５】
実施例３７：ネイルエナメル
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．アクリルシリコーン樹脂（注１）     　　                        ４５.０
２．メチルトリメチコン（注２）              　　                     ５.０
３．ニトロセルロース                　 　    　                      ３.０
４．カンファ                                      　　               ０.５
５．クエン酸アセチルトリブチル                　             　　　　１.０
６．ジメチルジステアリルアンモニウムヘクトライト 　　　            　０.５
７．酢酸ブチル                                         　　　　　　３０.０
８．酢酸エチル                                           　　　　　１０.０
９．イソプロピルアルコール                                   　　　　５.０
１０．シリコーン微粒子－３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適  量
（注１）アクリルシリコーン樹脂；ＫＰ－５４９（信越化学工業（株）製）
（注２）メチルトリメチコン；ＴＭＦ－１．５（信越化学工業（株）製）
【０２３６】
　（製造方法）
Ａ：成分７～９を混合し、これに成分４～６を添加して均一に混合した。
Ｂ：Ａで得られた混合物に成分１～３を添加して混合した。
Ｃ：Ｂで得られた混合物に成分１０を添加混合して、ネイルエナメルを得た。
【０２３７】
　以上のようにして得られたネイルエナメルは、のび広がりが軽く、視覚的に滑らかさを
与え、耐水性、耐油性があり持ちも良く、さらに、爪への圧迫感、爪の黄変ならびに温度
および経時による化粧膜の変化もなく安定性にも非常に優れていることが確認された。
【０２３８】
実施例３８：チークカラー
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．架橋型ジメチルポリシロキサン（注１）        　　        　　  ２８．０
２．デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　　　　　　　　　  ３４．５
３．ジオクタン酸ネオペンチルグリコール　　　          　     　　   ９．０
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４．ステアロイルイヌリン     　　　　　                　     　　１０．０
５．シリコーン微粒子－１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
６．赤色２０２号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量
７．アルキル・シリコーン分岐型シリコーン（注２）処理酸化鉄   　   　適　量
８．アルキル・シリコーン分岐型シリコーン（注２）処理酸化チタン    　適　量
９．トコフェロール                                            　　　適  量
１０．アルキル・シリコーン分岐型シリコーン（注２）処理雲母チタン　　５．０
１１．アルキル・シリコーン分岐型シリコーン（注２）処理セリサイト　１１．５
（注１）架橋型ジメチルポリシロキサン；ＫＳＧ－１６（信越化学工業（株）製）
（注２）アルキル・シリコーン分岐型シリコーン；ＫＦ－９９０９（信越化学工業（株）
製）
【０２３９】
　（製造方法）
Ａ：成分１～５を混合し、８０℃に加熱し、均一分散させた。
Ｂ：Ａで得られた混合物に成分６～１１を加え、８０℃で均一分散させた。
Ｃ：Ｂで得られた混合物を室温まで冷却して、チークカラーを得た。
【０２４０】
　以上のようにして得られたチークカラーは、スポンジ状で取れも良く、のび広がりが軽
い上、油っぽさおよび粉っぽさがない使用感のものであった。また、耐水性、撥水性、耐
汗性が良好で持ちも良く、化粧崩れしにくい上、温度変化および経時による変化がなく安
定性にも優れていることが確認された。
【０２４１】
実施例３９：アイカラー
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．イソノナン酸イソトリデシル　　　　　        　　        　　  ２０．０
２．スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ２０．０
３．シリコーン微粒子－１　　　　　　　　　　          　     　　 　６．０
４．パルミチン酸デキストリン 　　　　　                　     　　１０．０
５．架橋型ジメチルポリシロキサン（注１）　　　　　　　　　　　　　１２．０
６．硫酸バリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
７．ポリエチレンテレフタレート／Ａｌ　粉末 　　　　　　　　  　   　４．５
８．アルキル・シリコーン分岐型シリコーン（注２）処理雲母チタン    １３．５
９．トコフェロール                                            　　　適  量
１０．化粧品用ガラスフレーク粉末（注３）　　　　　　　　　　　　　　１．５
１１．化粧品用酸化鉄被覆ガラスフレーク粉末（注４）　　　　　　　　　７．５
（注１）架橋型ジメチルポリシロキサン；ＫＳＧ－１６（信越化学工業（株）製）
（注２）アルキル・シリコーン分岐型シリコーン；ＫＦ－９９０９（信越化学工業（株）
製）
（注３）化粧品用ガラスフレーク粉末；ガラスフレーク（日本板硝子（株）製）
（注４）化粧品用酸化鉄被覆ガラスフレーク粉末；メタシャイン（日本板硝子（株）製）
【０２４２】
　（製造方法）
Ａ：成分１～５を混合し、９０℃に加熱し、均一に分散させた。
Ｂ：Ａで得られた混合物に成分６～１１を加え、更に９０℃で均一に分散させた。
Ｃ：Ｂで得られた混合物を室温まで冷却して、アイカラーを得た。
【０２４３】
　以上のようにして得られたアイカラーは、ゼリー状で取れも良く、のび広がりが軽い上
、油っぽさおよび粉っぽさがない使用感のものであった。また、耐水性、撥水性、耐汗性
が良好で持ちも良く、化粧崩れしにくい上、温度変化および経時による変化がなく安定性
にも優れていることが確認された。
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【０２４４】
実施例４０：ファンデーション
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．ジメチルポリシロキサン（粘度：６ｍｍ２／ｓ）  　 　　　　　　 ２３．０
２．有機シリコーン樹脂（注１）  　　　　　　　　　　　　　　　　  １０．０
３．アルキル・シリコーン分岐・架橋型ジメチルポリシロキサン（注２）３０．０
４．シリコーン微粒子－１　　　　　　　　　　          　     　　 　８．０
５．スクワラン　　　　　　　　 　　　　                　     　　　１．０
６．ホホバ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
７．ジフェニルシロキシフェニルトリメチコン（注３）　　　　　　　　　１．０
８．ＰＭＭＡ　球状粉末 　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　   　２．０
９．アルキル・シリコーン分岐型シリコーン（注４）処理酸化鉄   　   　適　量
１０．アルキル・シリコーン分岐型シリコーン（注４）処理酸化チタン  　６．０
１１．ステアリン酸アルミニウム処理微粒子酸化チタン　　　　　　　  １０．０
１２．トコフェロール                                            　　適  量
１３．アルキル・シリコーン分岐型シリコーン（注４）処理タルク　　　　３．０
１４．アルキル・シリコーン分岐型シリコーン（注４）処理セリサイト　　５．０
（注１）有機シリコーン樹脂；ＫＦ－７３１２Ｌ（信越化学工業（株）製）
（注２）アルキル・シリコーン分岐・架橋型ジメチルポリシロキサン；ＫＳＧ－０４８Ｚ
（信越化学工業（株）製）
（注３）ジフェニルシロキシフェニルトリメチコン；ＫＦ－５６Ａ（信越化学工業（株）
製）
（注４）アルキル・シリコーン分岐型シリコーン；ＫＦ－９９０９（信越化学工業（株）
製）
【０２４５】
　（製造方法）
Ａ：成分１の一部、及び、成分２～８を混合し、均一に分散させた。
Ｂ：成分９～１４を成分１の残りを用いて、ロールミルにて、均一に分散させた。
Ｃ：Ａで得られた混合物にＢで得られた混合物を均一に分散させて、ファンデーションを
得た。
【０２４６】
　以上のようにして得られたファンデーションは、スフレ状で取れも良く、のび広がりが
軽い上、油っぽさおよび粉っぽさがない使用感のものであった。また、耐水性、撥水性、
耐汗性が良好で持ちも良く、化粧崩れしにくい上、温度変化および経時による変化がなく
安定性にも優れていることが確認された。
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